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　証明用電気計器（子メーター）とは、貸しビル、アパートなどでオーナーが一括して支払った電
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を未然に防ぐためにも、計量法を遵守されることをお願いします。
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示していました。2019年1月以降に合格したものからは、西暦で年を表示しています。いずれの場合であっても
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Topics  2021october

8月18日、東京都からビルクリーニングなどの

清掃業の従事者等が生活関連サービス業と

して、東京都設置の大規模接種会場でのワクチン

接種者に指定された。

　会場は「東京都乃木坂ワクチン接種会場」、

「都庁北展望室ワクチン接種センター」、「都庁

南展望室ワクチン接種センター」の3会場であり、

予約された方々にはワクチン接種が順次実施して

いる。なお、9月からは会場が拡大して「立川北

ワクチン接種センター」でも実施している。

　従事者の皆様には、接種により感染を予防し、

エッセンシャルワーカー（社会的に必要不可欠な

仕事に従事する労働者）として引き続き社会の

環境衛生の維持向上に努めていただくようお願い

致します。

都庁ワクチン接種センター

東京都乃木坂ワクチン接種会場

※詳細はこちらで
　ご確認ください。

新型コロナワクチンの
ビルメン業従事者への
職域接種が開始
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CLIP BOARD

今年度開催を予定していましたビルメンテナンスフェア 
TOKYO 2021は、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため開催中止を余儀なくされ、出展や来場を予定して
いた皆様には多大なご迷惑をおかけいたしました。
　次回のビルメンテナンスフェアTOKYOの開催概要が
決定いたしましたので、以下の通りお知らせいたします。

提供：産業貿易センター浜松町館

ビルメンテナンスフェア TOKYO 2022
開催概要が決定

東京協会メールマガジンに
登録しませんか？

開催時期

令和4年7月14日（木）～15日（金）
会　　場

東京都立産業貿易センター浜松町館
（JR浜松町駅から徒歩5分）

1

2

　その他具体的な開催内容につきましては、現在調整中のため、決定次第、協会ホームページ
や広報誌等でご案内いたします。

　東京協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを
配信しています。
　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他
協会事業等の最新情報をいち早くお届けしております。
　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方
は、以下のURLまたはQRコードから登録申込フォームに
アクセスの上、是非ご登録ください。
※メールマガジンには会員、一般問わずに、無料で登録可
能です。

https://www.tokyo-bm.or.jp/mail.html

講習会

更新情報

協会事業
最新情報
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2021年 10 月号　Vol. 585

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員511社╱賛助会員68社
 （令和3年9月30日現在）

Cover Story テーマ ： 東京にあるオブジェ

東京ミッドタウンの正面エントランス広場にある
『妙夢』。真中に開いた円環には一人一人の思
い願いを包み込むとされる。このオブジェの地下
にはもう一つの『意心帰』があり、「互いに共鳴し、
空間全体が優しいヒューマンな場になることを
願っています。」と作者の思いが込められている。

Topics

ビルメンテナンス業と労働安全衛生
マネジメントシステム 6

特　集

新型コロナワクチンのビルメン業従事者への職域接種が開始
Clip Board

ビルメンテナンスフェア TOKYO 2022開催概要が決定
東京協会メールマガジンに登録しませんか？ 4

3

Series & Regular
■連載　ちょっと一服 ＃294 21
■連載　社会の主な出来事 26
■連載　環境関連情報「３Ｅレポート」＃46 27
■不定期連載　明日のための健康習慣 Vol.07 28
■連載　なんでも相談コーナー 30

■連載　おすすめ製品コーナー 31
　10月・11月の講習会カレンダー 32
　協会からのご案内済み一覧／編集後記 34
　告知板 35

理事会報告

新型コロナワクチンの
職域接種実施を報告 17

Special

読者投稿『東京都選定歴史的建造物を訪れて　百七 ヒルサイドテラスＡ・Ｂ棟』 24
22東京労働局からのお知らせ
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労働安全衛生
マネジメント
システム

ビルメンテナンス業と
労働安全衛生
マネジメント
システム

ビルメンテナンス業と

　
P R O F I L E

竹田良二 氏
・労働安全・衛生コンサルタント
・中災防安全衛生エキスパート
・JISHA方式OSHMS評価員

経歴　
1948年（昭23）生まれ
1972年（昭47）4月　労働省入省　労働基準監督官に任官、
愛知県、滋賀県、京都府内の労働基準局、各労働基準監督署
で勤務
2008年（平20）3月　 京都上労働基準監督署長を最後に、
厚生労働省退職
2008年（平20）4月　中央労働災害防止協会　技術支援部

（上席専門役）
2012年（平24）4月　中央労働災害防止協会　北陸支所長

（安全管理士、衛生管理士）
2013年（平25）3月　中央労働災害防止協会　退職　
2013年（平25）4月　労働安全・衛生コンサルタント開業

資格等
・労働安全コンサルタント（機械　第652号）
・労働衛生コンサルタント（保健衛生　第3130号）
・中央労働災害防止協会安全衛生エキスパート
・JISHA方式OSHMS評価員
・（公社）日本保安用品協会　保護具アドバイザー
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ビルメンテナンス業と労働安全衛生マネジメントシステム特　集

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
と

安
全
衛
生

2労
働
災
害
は
仕
事
の
失
敗

2-1
　

東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
発
行
の

『
清
掃
作
業
安
全
衛
生
の
手
引
き
』（
以
下

『
安
全
衛
生
の
手
引
き
』
と
略
記
し
ま
す
）

に
よ
れ
ば
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事

は
、「
建
物
等
の
各
種
施
設
を
清
潔
に
し
、

美
観
を
維
持
し
、
そ
こ
で
生
活
あ
る
い
は

活
動
す
る
全
て
の
人
が
安
全
で
、
快
適
に

過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
労
働
災
害
」
と
は
、
労
働
者
が
、
仕
事

が
原
因
で
、
負
傷
し
た
り
、
疾
病
に
か
か
っ

た
り
、
死
亡
す
る
こ
と
で
す
。
安
全
で
快

適
な
環
境
を
整
え
る
仕
事
に
従
事
し
て
い

る
労
働
者
が
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
す
る
こ

と
は
、
仕
事
の
失
敗
で
あ
る
と
も
い
え
ま

す
。
よ
い
仕
事
と
は
、
ケ
ガ
を
し
な
い
こ

と
で
あ
り
、
労
働
災
害
を
防
ぐ
安
全
衛
生

活
動
は
、
よ
い
仕
事
を
進
め
る
た
め
の
活

動
の
な
か
の
一
つ
と
も
い
え
ま
す
。

H
ealth

 M
an

agem
en

t System
 

の
略
で
、
欧
米
等
で
はO

H
S

＆M
S

と
称

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
以
下O

SH
M

S

と
略
記
し
ま
す
）

　

本
稿
で
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界

で
進
め
ら
れ
て
い
る
安
全
衛
生
諸
活
動
を
、

厚
労
省
O
S
H
M
S
指
針
の
視
点
か
ら
見

直
し
、
併
せ
て
、
厚
労
省
O
S
H
M
S
指

針
の
概
要
説
明
と
、
O
S
H
M
S
に
関
す

る
各
規
格
の
概
要
と
導
入
経
過
等
を
紹
介

し
ま
す
。

は
じ
め
に

1

　

2
0
1
8
年
に
「
I
S
O
4
5
0
0
1
」

が
発
行
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
労
働
安
全
衛

生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
は
、O

ccupational Safety and 

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の

労
働
災
害
の
状
況

2-2
　
『
安
全
衛
生
の
手
引
き
』
に
よ
れ
ば
、

平
成
29
年
度
の
全
国
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
の
労
災
保
険
の
新
規
受
給
者

は
、
1
万
8
3
2
名
で
す
。
全
国
の
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
適
用
労
働
者
は

1
1
3
万
7
2
9
名
で
す
の
で
、
年
千

人
率
に
換
算
す
る
と
約
9.
6
％
で
す
。

ち
な
み
に
厚
労
省
デ
ー
タ
で
は
全
産
業
の

年
千
人
率
は
、
2.
2
％
で
す
。
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
で
の
労
災
新
規
受
給
者
は
、

毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
災
保
険
の
収
支
率
の
改
善
を
図
る
上
で

も
、
災
害
防
止
は
急
務
の
課
題
で
す
。

労
働
災
害
に
よ
り
失
う
も
の

2-3
　

労
働
災
害
は
、
被
災
者
や
そ
の
家
族
の

人
生
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会
社
は
も
ち
ろ
ん
、
被
災
者
の
同
僚
や
上

司
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

労
働
災
害
に
よ
る
災
害
コ
ス
ト
も
無
視

で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
起
き
た
事
例
に
つ

　
「
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」（
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｍ
Ｓ
）と
は
、事
業
者
が
労

働
者
の
協
力
の
下
に「
計
画（
P
l
a
n
）、実
施（
D
o
）、評
価（
C
h
e
c
k
）、改

善（
A
c
t
）」（「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」と
い
わ
れ
ま
す
）と
い
う
一
連
の
過
程
を
定
め

て
、継
続
的
な
安
全
衛
生
管
理
を
自
主
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、労
働
災
害
の
防

止
と
労
働
者
の
健
康
増
進
、さ
ら
に
進
ん
で
快
適
な
職
場
環
境
を
形
成
し
、事
業
場

の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
安
全
衛
生
管
理
の
仕
組
み

で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
厚
生
労
働
省「
職
場
の
あ
ん
ぜ
ん
サ
イ
ト
」よ
り
）

　
本
特
集
で
は
、職
場
の
安
全
衛
生
水
準
を
向
上
さ
せ
る「
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
、組
織
で
働
く
人
々
の
安
全
確
保
や
安
定
的
な
事
業
継

続
に
向
け
た
仕
組
み
に
注
目
し
て
、専
門
家
で
あ
る
労
働
安
全・衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
竹
田
良
二
氏
よ
り
解
説
い
た
だ
く
。
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い
て
、
人
的
損
害
、
物
的
損
害
、
生
産
損

失
、
そ
の
他
の
コ
ス
ト
、
安
全
対
策
費
な

ど
を
調
べ
た
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
の

「
災
害
コ
ス
ト
の
実
際
―
安
全
対
策
の
費
用

対
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
報
告

書
―
」
に
よ
る
と
、
1
件
の
休
業
災
害
は

3,
0
0
0
万
円
、
死
亡
災
害
は
1
億
円

の
コ
ス
ト
が
生
じ
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
、
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
る
と
、

仕
事
の
受
注
先
を
失
っ
た
り
、
公
共
事
業

か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
厳
し
い

社
会
的
非
難
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

企
業
経
営
上
の
観
点
か
ら
も
労
働
災
害
は

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

安
全
と
企
業
経
営

2-4
　

企
業
は
営
利
団
体
で
す
。
企
業
の
存
続

と
繁
栄
を
求
め
て
少
し
で
も
多
く
の
利
益

を
得
る
よ
う
に
事
業
活
動
を
行
い
ま
す
。

安
全
対
策
を
軽
視
す
る
と
、職
場
の
モ
ラ
ー

ル
低
下
、
事
故
災
害
に
よ
る
損
失
な
ど
に

よ
り
企
業
経
営
の
存
続
を
脅
か
す
事
態
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

企
業
を
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

経
営
の
最
重
点
と
し
て
安
全
管
理
活
動
を

位
置
づ
け
、
経
営
ト
ッ
プ
の
指
揮
の
下
に

全
員
で
取
り
組
み
、
事
故
災
害
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
災
害
の
背
後
に
は
「
安
全

管
理
上
の
欠
陥
」
が
存
在
す
る

2-5
　

な
ぜ
、労
働
災
害
は
発
生
す
る
の
で
し
ょ

う
か
？　

図
１
は
、
厚
生
労
働
省
の
労
働

災
害
発
生
の
基
本
的
モ
デ
ル
で

す
。（
以
下
「
基
本
的
モ
デ
ル
」

と
略
記
し
ま
す
）

　

基
本
的
モ
デ
ル
で
は
、
労
働

災
害
は
「
不
安
全
な
状
態
」
と

「
不
安
全
な
行
動
」
が
あ
っ
て

発
生
す
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、「
不
安
全
な
状
態
」、「
不

安
全
な
行
動
」
の
背
後
に
は
、

「
安
全
管
理
上
の
欠
陥
」
が
存

出典：『新しい安全管理のすべて』
　　　大関　親　中災防刊　（一部改変）

表 1　不安全な状態の例

物自体の欠陥
防護措置の欠陥
物の置き方、作業場所の欠陥
保護具・服装等の欠陥
作業環境の欠陥
部外的、自然的、不安全な状態
作業方法の欠陥
その他および分類不能

表 2　不安全行動の例

安全装置を無効にする
安全装置の不履行
不安全な放置
危険な状態を作る
機械、装置等の指定外の使用
運転中の機械・装置等の掃除・
注油・修理・点検等
保護具、服装の欠陥
危険場所等への接近
その他不安全な行為
運転の失敗（乗り物）
誤った動作
その他及び分類不能

表３　管理的要因の欠陥の例

管理組織の欠陥
規程・マニュアル類の不備、不徹底
安全管理計画の不良
教育・訓練の不足
部下に対する監督・指導の不足
適正配置の不十分
健康管理の不十分
その他

厚労省の基本的モデル図 1

災害発生の基本的モデル

不安全な状態

安全管理上の欠陥

不安全な行動

物

起因物 加害物 現象
（災害）

事故の型

接　　触

人

出典：「労働災害分類の手引き」厚労省安全衛生部編　中災防刊
　　　 出典に基づき、筆者が作成
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在
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

安
全
活
動
と
は
、
基
本
的
モ
デ
ル
の
図

の
「
現
象
（
災
害
）」
に
至
る
い
く
つ
も
の

矢
印
を
、
ど
こ
か
で
切
断
す
る
活
動
と
い

え
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
事
業
場
で
は
、
災
害
が

起
き
た
後
の
災
害
調
査
結
果
の
分
析
や
再

発
防
止
対
策
の
検
討
に
、
基
本
的
モ
デ
ル

の
考
え
方
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

表
１
は
、
不
安
全
状
態
の
例
で
す
。
表

２
は
、
不
安
全
行
動
の
例
で
す
。
表
３
は
、

管
理
上
の
欠
陥
の
例
で
す
。

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

安
全
活
動

2-6
　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
い
て
は
、

５
S
活
動
、
点
検
活
動
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
様
々
な
労
働
災
害
防

止
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
わ
か
り
や
す
い
手
引

き
と
し
て
、『
安
全
衛
生
の
手
引
き
』
や
、

厚
生
労
働
省
の
『
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

に
お
け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ

ア
ル
』
な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、
業
界
全

体
の
安
全
衛
生
水
準
向
上
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、『
安
全
衛
生
の

手
引
き
』
や
、『
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に

お
け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
を
普
及
さ
せ
、
事
業
場
の
安
全
衛
生

諸
活
動
を
よ
り
一
層
効
果
的
に
進
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

目
標
を
設
定
し
、
実
施
事
項
を

明
確
に
し
て
効
果
あ
る
活
動
を

担
保
す
る
仕
組
み
の
構
築

2-7
　
「
作
業
計
画
の
作
成
・
実
行
」、「
５
S

活
動
」、「
教
育
の
実
施
」、「
点
検
活
動
」、

「
衛
生
管
理
活
動
」
な
ど
安
全
衛
生
諸
活
動

は
、計
画
通
り
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
ま
た
、
不
安
全
状
態
、
不
安
全
行

動
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
活
動
と
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぎ
、
狙
っ
た
各
活
動

を
、
よ
り
一
層
効
果
の
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
各
活
動
の
達
成
す
べ
き
目
標

と
実
施
事
項
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
節
目
、
節

目
で
実
施
状
況
と
達
成
状
況
を
把
握
し
、

評
価
し
、
確
認
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
計
画
の
進
捗
を
確
認

す
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

ト
ッ
プ
は
安
全
方
針
を

表
明
す
る

2-8
　
「
安
全
」
は
作
り
出
す
も
の
で
す
。
経
営

ト
ッ
プ
は
、
自
ら
の
言
葉
で
安
全
へ
の
強

い
意
思
を
、
安
全
衛
生
方
針
と
し
て
表
明

し
、
全
従
業
員
に
周
知
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。安

全
活
動
は
事
業
活
動
と

一
体
で
進
め
る

2-9
　

災
害
防
止
対
策
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
作
業
場
所
、
作
業
時
間
、
必
要
な
人

員
、
作
業
者
の
力
量
、
必
要
資
材
、
顧
客

ニ
ー
ズ
な
ど
様
々
な
条
件
（
制
約
）
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
取
り

巻
く
様
々
な
条
件
と
関
係
し
て
き
ま
す
の

で
、
安
全
衛
生
活
動
を
誤
り
な
く
進
め
る

に
は
、
事
業
活
動
と
一
体
で
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

労
働
災
害
は
現
場
で

起
き
る

2-10
　

労
働
災
害
は
作
業
現
場
で
発
生
し
ま
す
。

労
働
災
害
防
止
に
は
、
作
業
現
場
に
お
け

る
安
全
衛
生
活
動
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。「
労
働
災

害
防
止
の
成
否
は
、
現
場
の
責
任
者
を
中

心
と
し
た
安
全
衛
生
活
動
を
い
か
に
徹
底

で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
」
の
で
す
。

（『
安
全
衛
生
の
手
引
き
』）

　

現
場
の
安
全
衛
生
活
動
の
徹
底
を
図
る

た
め
に
は
、
現
場
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
仕
組
み
の
構
築
・
運
用
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
だ
れ
が
、
何
を
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
を
事
業
場
と
し
て
明
確

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

達
成
目
標
の
設
定

2-11
　

現
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら

し
た
安
全
衛
生
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
ど
こ
ま
で
行
え
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

安
全
活
動
を
計

画
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
活
動
の
狙

い
を
明
確
に
し
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
こ
ま
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で
達
成
す
べ
き
な
の
か
、
そ
の
到
達
点
を

明
確
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

安
全
活
動
と
安
全
衛
生
計
画

2-12
　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
安
全
衛
生
活

動
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
「
安
全

衛
生
計
画
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
安
全
衛
生
計
画
に
は
、

実
施
事
項
、実
施
時
期
、実
施
担
当
者
な
ど
、

だ
れ
が
、
い
つ
、
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
に
よ
る
指
揮
と

体
制
整
備

2-13
　

労
働
災
害
の
基
本
対
策
と
し
て
、『
安
全

衛
生
の
手
引
き
』
で
は
以
下
の
6
項
目
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

各
級
管
理
者
の
役
割
、
責
任
、
権
限
の
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

先
取
り
の
安
全

2-14
　

従
来
の
安
全
管
理
は
、
過
去
に
起
き
た

労
働
災
害
事
例
な
ど
の
情
報
に
基
づ
い
て
、

そ
の
同
種
災
害
や
類
似
災
害
の
発
生
を
防

止
す
る
と
い
う
考
え
方
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち

の
職
場
に
あ
る
危
険
・
有
害
要
因
を
見
つ

け
だ
し
て
対
処
し
て
い
く
と
い
う
「
先
取

り
の
安
全
」
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
先
取
り
の
考
え
方
は
、
職
場
に
お

け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
だ
け
が
こ
れ

に
該
当
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事

業
場
の
安
全
管
理
活
動
の
全
体
が
「
先
取

り
安
全
」
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

法
令
順
守
と
安
全
衛
生

2-15
　

現
場
で
働
く
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
法

令
を
守
る
こ
と
は
、
法
令
が
想
定
し
て
い

る
災
害
か
ら
労
働
者
を
守
る
近
道
で
も
あ

り
ま
す
。
労
働
安
全
衛
生
法
令
の
各
種
の

危
害
防
止
基
準
は
、
過
去
の
労
働
災
害
の

発
生
を
う
け
て
、
そ
の
反
省
の
も
と
に
作

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

安
全
管
理
体
制
に
は
適
用
法
令
の
把
握

と
順
守
の
仕
組
み
を
組
み
込
み
、
法
令
が

確
実
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
大

事
で
す
。

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
概
要

（
厚
労
省
O
S
H
M
S
指
針
）
の
内
容

3

　

厚
労
省
O
S
H
M
S
指
針
に
よ
れ
ば
、

O
S
H
M
S
と
は
、「
事
業
者
が
労
働
者

の
協
力
の
下
に
、
安
全
衛
生
方
針
と
目
標

を
設
定
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
し

な
が
ら
、
自
主
的
に
安
全
衛
生
管
理
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
場
の
安
全
衛
生
水

準
を
向
上
さ
せ
て
労
働
災
害
の
防
止
を
図

り
、
労
働
者
の
健
康
の
増
進
お
よ
び
快
適

な
職
場
環
境
の
形
成
の
促
進
を
目
的
に
実

施
す
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
針
は
、
全
文
で
18
条
の
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

図
2
は
、
厚
労
省
O
S
H
M
S
指
針
の

業
務
フ
ロ
ー
図
で
す
。

厚
労
省
O
S
H
M
S
の
特
徴

3-1①
経
営
ト
ッ
プ
が
安
全
衛
生
方
針
を
表
明

す
る
こ
と
で
、事
業
運
営
と
一
体
に
な
っ

て
運
用
で
き
ま
す
。

②
労
働
者
の
意
見
を
O
S
H
M
S
に
反
映

す
る
こ
と
で
、
組
織
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
O
S
H
M
S
に
は
、
計
画
、
実
施
、

評
価
、
改
善
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
回
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

④
明
文
化
、
記
録
化
に
よ
り
、
安
全
衛
生

活
動
を
確
実
に
実
施
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

継
承
で
き
ま
す
。

⑤
危
険
性
又
は
有
害
性
の
調
査
（
リ
ス
ク

1　作業計画の作成、実行
2　安全衛生教育の実施
3　点検および作業改善
4　異常時、災害発生時の対応
5　衛生管理活動
6　共通の安全衛生対策事項

労働災害を防止する
基本的対策

『安全衛生の手引き』より　
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ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
お
よ
び
そ
の
結
果
に

基
づ
く
措
置
の
実
施
に
よ
り
、
災
害
を

起
こ
す
前
の
予
防
的
管
理
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

O
S
H
M
S
と
は

3-2
　

O
S
H
M
S
と
は
仕
組
み
の
こ
と
で

す
。
安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
や
危
険
予
知

活
動
な
ど
安
全
衛
生
活
動
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

O
S
H
M
S
指
針
で
は
、「
事
業
場
に

お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
体
系
的
か

つ
継
続
的
に
実
施
す
る
安
全
衛
生
管
理
に

係
る
一
連
の
自
主
的
活
動
に
関
す
る
仕
組

み
で
あ
っ
て
、
生
産
管
理
等
事
業
実
施
に

係
る
管
理
と
一
体
と
な
っ
て
運
用
さ
れ
る

も
の
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
的
と
手
段

3-3
　

目
的
は
労
働
災
害
の
防
止
で
す
。
仕
組

み
を
構
築
し
、
運
用
し
、
安
全
衛
生
水
準

の
向
上
を
図
る
た
め
の
手
段
が
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｍ

Ｓ
と
い
え
ま
す
。

自
主
・
自
律

3-4
　

O
S
H
M
S
は
、
事
業
場
の
「
自
主
・

自
律
」
の
仕
組
み
で
す
。
自
律
と
は
、
自

ら
を
律
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
安
全
衛

生
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
で

す
が
、
仕
組
み
の
中
に
は
法
令
順
守
や
社

内
ル
ー
ル
順
守
の
仕
組
み
を
組
み
込
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

厚労省の OSHMS 指針のフロー図図 2

OSHMS 全体の業務フロー

事 業 者 に よ る 安 全 衛 生 方 針 の 表 明

シ ス テ ム の 見 直 し

PDCA サイクル

基本要素

体制の整備

労働者の
意見の反映

明文化

記　録

PDCA サイクル

危険性又は有害性等の調査の実施（P）

安全衛生目標の設定（P）

安全衛生計画の実施等（D）

システム監査の実施（C） 改善（A）

緊急事態への
対応等（P）

安全衛生計画の
作成（P）

日常的な点検、改善点（C・A）
労働災害発生原因の調査等（C・A）

（P）計画、（D 実施、（Ｃ）評価、（A）改善を意味します。

出典：厚労省ＨＰ　
　　　https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei14/dl/ms_system.pdf
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労
働
安
全
衛
生
方
針

3-5
　

事
業
場
の
ト
ッ
プ
は
、
安
全
衛
生
方
針

を
表
明
し
ま
す
。

　

事
業
者
と
し
て
の
安
全
衛
生
に
対
す
る

基
本
的
姿
勢
と
と
も
に
重
点
課
題
を
表
明

し
、
労
働
者
に
周
知
し
ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

3-6
　

安
衛
法
令
で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
こ
と
を
、「
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の

調
査
等
の
実
施
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生
法
第
28
条
の
２
及
び
労

働
安
全
衛
生
法
第
57
条
の
３
に
基
づ
き
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
針
に
従
っ
て
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

リ
ス
ク
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
講
ず
べ

き
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
決
定
し
、
安
全
衛

生
計
画
に
盛
り
込
む
等
に
よ
り
リ
ス
ク
低

減
措
置
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
衛
生
目
標

3-7

　

目
標
は
安
全
衛
生
方
針
と
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
設
定
し

ま
す
。

目
標
と
は
一
定
期
間
に
達
成
す
べ
き
到
達

点
で
す
。
評
価
で
き
る
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
標
は
、

可
能
な
限
り
数
値
で
設
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
衛
生
計
画

3-8
　

安
全
衛
生
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
的
な
実
施
事
項
、
日
程
、
実
施
担
当
者

等
を
定
め
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
通
常
は
1
年
で
す
。
計
画

に
は
、
安
全
衛
生
教
育
、
日
常
的
な
安
全

衛
生
活
動
（
４
S
活
動
、
危
険
予
知
活
動
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
）、
健
康
づ
く
り
の
活
動
、
関
係
請
負

人
に
対
す
る
措
置
の
内
容
等
を
盛
り
込
み

ま
す
。Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

3-9
　

O
S
H
M
S
は
P
D
C
A
を
重
視
し

ま
す
。

　

安
全
衛
生
計
画
に
お
け
る
P
D
C
A
の

考
え
方
は
概
ね
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
や
る
こ
と
を
決
ま
り
と
し
て
定
め
る
。

（
P
l
a
n
　
計
画
）

⃝

目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

⃝

ど
こ
ま
で
や
る
か
、
を
決
め
る

⃝

ど
の
よ
う
に
や
る
か
、
方
法
を
決
め
る

⃝

各
人
の
役
割
を
決
め
る

②
決
め
た
と
お
り
に
実
施
す
る
。

　（
D
o
　
実
施
）

⃝
決
め
た
こ
と
を
、
全
員
で
実
施
す
る

　
（
や
り
き
る
）

⃝

不
慣
れ
な
人
、
不
得
手
な
人
も
一
緒
に
、

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
実
施
す

る
③
効
果
・
成
果
が
で
て
い
る
か
、　
や
り
方

が
良
い
か
を
確
認
す
る
。

　（
C
h
e
c
k
　
評
価
）

⃝

結
果
を
見
て
、
計
画
ど
お
り
か
、　

確
認

す
る

⃝

計
画
に
盛
ら
れ
た
目
標
値
と
比
較
し
て

　

み
る

④
よ
り
良
い
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
や
り

方
を
修
正
し
て
進
む

　（
A
c
t
i
o
n
　
改
善
）

⃝

結
果
が
計
画
ど
お
り
で
あ
れ
ば
、
そ
の

良
い
状
態
を
引
き
続
き
維
持
し
て
い
く　

た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え
る

⃝

計
画
ど
お
り
で
な
か
っ
た
場
合
は
、
な

ぜ
そ
う
な
っ
た
か
を
考
え
て
改
善
策　

を
立
て
、
そ
れ
を
次
の
計
画
に
反
映
す　

る
日
常
的
な
点
検

3-10
　

安
全
衛
生
計
画
は
着
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
、
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
安
全
衛
生
計
画
の

進
捗
状
況
の
点
検
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

計
画
変
更
等
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

　

点
検
と
は
、
安
全
衛
生
計
画
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
こ
と
で
、
ク
レ
ー
ン
点
検
な
ど

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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労
働
災
害
発
生
原
因
調
査

3-11
　

労
働
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
調
査
を

実
施
し
、
原
因
を
把
握
し
、
再
発
防
止
対

策
を
樹
立
し
、
改
善
を
実
施
し
ま
す
。

緊
急
事
態
対
応

3-12
　

緊
急
事
態
（
労
働
災
害
発
生
の
急
迫
し

た
危
険
が
あ
る
状
態
な
ど
）
の
発
生
の
可

能
性
を
評
価
し
、
対
応
措
置
を
定
め
、
避

難
訓
練
等
を
実
施
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
監
査

3-13
　

ト
ッ
プ
は
必
要
な
能
力
を
有
す
る
者
か

ら
監
査
者
を
指
名
し
ま
す
。
監
査
者
は
第

三
者
の
目
で
、
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
行
う

措
置
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
文
書
、
記
録
、
面
談
、
現

場
視
察
等
に
よ
り
被
監
査
部
門
を
評
価
し

ま
す
。

　

監
査
の
結
果
、
改
善
の
必
要
が
認
め
ら

れ
た
と
き
は
、
被
監
査
部
門
は
改
善
し
ま

す
。
監
査
は
安
全
衛
生
計
画
期
間
中
、
少

な
く
と
も
１
回
は
実
施
し
ま
す
。

体
制
の
整
備

3-14
　

O
S
H
M
S
を
担
当
す
る
者
の
役
割
、

責
任
、
権
限
を
定
め
ま
す
。
O
S
H
M
S

に
係
る
人
材
、
予
算
を
確
保
し
ま
す
。

　

労
働
者
に
対
し
て
O
S
H
M
S
に
関
す

る
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
安
全
衛
生
委
員

会
を
活
用
し
ま
す
。

労
働
者
の
意
見
の
反
映

3-15
　

目
標
の
設
定
、
計
画
の
作
成
・
実
施
・

評
価
・
改
善
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
衛
生

委
員
会
、
職
場
会
議
等
を
活
用
し
、
労
働

者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

明
文
化

3-16
　

方
針
、
目
標
、
計
画
、
管
理
者
の
役
割
・

責
任
・
権
限
、
そ
の
他
一
定
の
も
の
に
つ

い
て
手
順
化
を
し
て
、
明
文
化
を
し
ま
す
。

記
録

3-17
　

計
画
の
実
施
状
況
、
監
査
結
果
、
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
、
教
育
実
施
状
況

等
を
記
録
し
、
保
管
し
ま
す
。
P
D
C
A

に
活
用
し
ま
す
。

O
S
H
M
S
の
見
直
し

3-18
　

ト
ッ
プ
は
、
監
査
結
果
そ
の
他
事
業

場
の
安
全
衛
生
水
準
の
状
況
、
社
会
情

勢
の
変
化
等
を
考
慮
し
て
、
自
社
の

O
S
H
M
S
に
つ
い
て
、「
妥
当
性
」、「
有

効
性
」
の
観
点
か
ら
見
直
し
ま
す
。

O
S
H
M
S
の
構
築

3-19

　

以
上
が
厚
労
省
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｍ
Ｓ
の
概
要
で

す
。
安
全
衛
生
管
理
活
動
の
継
続
性
、
安

定
性
、
成
果
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
厚
労
省
O
S
H
M
S
指
針
の
考
え

方
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
場
で
は
、
厚
労
省

O
S
H
M
S
指
針
の
か
な
り
の
部
分
は

構
築
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
厚
労
省
指
針
の
中
で

足
り
な
い
部
分
を
取
り
込
ん
で
い
け
ば
、

O
S
H
M
S
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

O
S
H
M
S
の
構
築
に
は
、
決
ま
っ
た

方
法
や
順
序
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
社
の
事

業
場
の
安
全
衛
生
管
理
活
動
の
現
状
を
確

認
し
、
そ
の
現
状
に
合
わ
せ
て
取
り
組
む

べ
き
事
項
を
決
め
、
無
理
す
る
こ
と
な
く
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
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我
が
国
の
労
働
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
現
状
に
つ
い
て

4

　

図
3
は
我
が
国
の
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
規
格
の
現
状
を

示
し
た
も
の
で
す
。
我
が
国
の
事
業
場
で

は
こ
れ
ら
の
規
格
を
参
考
に
、
シ
ス
テ
ム

を
構
築
・
運
用
し
、
安
全
衛
生
諸
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
赤
字
は
、
認
証
規
格
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
と
導
入
の
経
過

4-1●
I
L
O
︲
O
S
H
2
0
0
1 

●

　

国
際
労
働
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（Inter-

national　

Labour　

O
rganization

）

は
２
０
０
１
年
に
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ-

２
０
０
１ 

労

働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
政
府
、
労
働

者
、
使
用
者
の
三
者
構
成
の
場
で
策
定
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
意
見
が
集
約
さ

れ
た
も
の
で
、
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
最
初
の
国
際
的

な
基
準
で
す
。

　

I
L
O
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
法
的
な
拘

束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
国
の
法
令

や
基
準
に
置
き
換
わ
る
こ
と
を
意
図
し
た

も
の
で
は
な
く
、
適
用
に
あ
た
っ
て
認
証

を
求
め
る
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 
厚
労
省
O
S
H
M
S
指
針 

●

　

我
が
国
は
、「
安
全
管
理
の
仕
組
み
」
と

「
生
産
管
理
の
仕
組
み
」
を
一
体
化
し
た
労

働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導

入
を
構
想
し
、
1
9
9
9
年
に
、「
労
働

安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
指
針
」（
平
11
・
4
・
30　

労
働
省
告

示
第
32
号
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
2
0
0
1
年
の
I
L
O
の

I
L
O
-O
S
H
2
0
0
1
の
公
表
を
受

け
、
国
際
基
準
で
あ
る
I
L
O
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
準
拠
さ
せ
る
た
め
、
厚
生
労
働

省
は
、
2
0
0
6
年
、
改
正
「
労
働
安
全

衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

指
針
」（
平
18
・
3
・
10　

厚
労
省
告
示
第

1
1
3
号
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
と
き
に
労
働
安
全
衛
生
規

則
が
改
正
さ
れ
、
事
業
場
ト
ッ
プ
の
総
括

安
全
衛
生
管
理
者
が
統
括
管
理
す
べ
き
業

務
に
、「
安
全
衛
生
方
針
の
表
明
」、「
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
と
そ
の
結
果
に

基
づ
き
講
ず
る
措
置
」、「
安
全
衛
生
計
画

の
作
成
、
実
施
、
評
価
、
改
善
に
関
す
る

こ
と
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
の
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
手
法
を
用
い
た
安

全
管
理
の
導
入
が
一
気
に
加
速
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
に
は
I
S
O
4
5
0
0
1 

を
翻
訳
し
た
日
本
産
業
規
格
（
J
I
S 

Q 

4
5
0
0
1
）
が
制
定
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム

に
従
っ
て
行
う
措
置
の
実
施
単
位
で
あ

る
「
組
織
」
の
概
念
に
、
企
業
、
そ
の
一

部
又
は
そ
れ
ら
の
組
合
せ
が
含
ま
れ
る
こ

安全衛生マネジメントシステムに関する規格の現状図 3

注：赤字は認証機関が認証事業を行っている規格

ILO-OSH2001
国際労働機関のガイドライン

・労働安全衛生マネジメントシステムに関する指針
平成 18 年 3 月10 日　労働省告示113 号
改正　令和元年 7 月1日　厚生労働省告示第 54 号

・中災防（JISHA 方式 OSHMS 適格認定基準）
2003 年に公表、認定事業開始

・建災防（COHSMS）
1999 年に公表、認定事業開始

・JISQ45100 → 2018 年 9 月　国が制定

・ISO45001→ 2018 年 3 月発行
　　　　　　　　（翻訳されて、JISQ45001）
  （OHSAS-18001→ 2021年 3 月失効）

事
業
場
の
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｍ
Ｓ



2021.10  Network Tokyo15 健康管理　危機管理　しっかり備えて　さあ今日も一日がんばろう

特　集 ビルメンテナンス業と労働安全衛生マネジメントシステム

出典：中災防 HP　https://www.jisha.or.jp/iso45001/iso45001_toha.html

　

建
設
工
事
が
有
期
で
あ
り
、
店
社
と
作

業
所
が
一
体
と
な
っ
て
災
害
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
建
設
業
の
特
性
を
考

慮
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
建
災
防

が
作
成
し
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

と
さ
れ
た
認
証
企
業
は
、
2
0
2
1
年
8

月
現
在
、
1
1
4
企
業
で
す
。

●
O
H
S
A
S
1
8
0
0
1
●

　

O
ccupational H

ealth and Safety 
Assessm

ent Series 

１
８
０
０
１
の
略

で
、
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
仕
様
規
格
で
す
。
各
国
の
規
格
協
会
、

審
査
登
録
機
関
が
集
ま
っ
て
作
成
し
た
も

の
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
５
０
０
１
発
行
に
よ

り
、
２
０
２
１
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
我
が
国
の
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ａ
Ｓ
１
８
０
０
１

の
認
証
事
業
場
の
多
く
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

４
５
０
０
１
に
移
行
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

●
I
S
O
4
5
0
0
1
●

　

国
際
標
準
化
機
構
（
I
S
O
）
が
公
表

し
て
い
る
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
の
こ
と
で
す
。

　

I
S
O
規
格
化
に
つ
い
て
は
、
1
9
9
7

年
に
最
初
に
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
I
S
O
規
格
化
の
提
案
が
な

さ
れ
て
か
ら
否
決
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
2
0
1
8
年
3
月
に

「
I
S
O
4
5
0
0
1
:2
1
0
8
労
働
安

全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

I
S
O
4
5
0
0
1
は
、
厚
生
労
働
省

O
S
H
M
S
指
針
と
、
大
き
な
差
異
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
組
織
の
状
況
」
や
「
取
組

み
の
計
画
策
定
」
な
ど
I
S
O
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
特
有
の
事
項
が
要
求
事
項

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、『
こ
れ
だ
け
で
わ
か
る

I
S
O
4
5
0
0
1　

導
入
か
ら
実
践
ま

で
の
ポ
イ
ン
ト
』（
中
災
防
刊
）
が
あ
り
ま

す
。

リーダーシップ・方針
はたらく人の参加

組織の状況

取組みの計画策定 基本要素

資源

力量

認識

コミュニケーション

文書化した情報

運用、管理

パフォーマンス評価

安全衛生目標の設定
安全衛生計画の策定P

D

C

A 改善

ISO45001 の PDCA図 4

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
厚
労
省

O
S
H
M
S
指
針
も
、
実
施
単
位
に
つ
い

て
、
一
の
事
業
場
だ
け
で
な
く
、
法
人
が

同
一
で
あ
る
複
数
の
事
業
場
を
一
の
単
位

と
し
て
よ
り
柔
軟
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

す
る
よ
う
に
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
安
全
衛
生
計
画
に
健
康
確
保
の
取
組

み
も
追
加
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

● 

中
災
防
（
J
I
S
H
A
方
式
適
格

　

 

O
S
H
M
S
基
準
）
●

　

事
業
場
に
お
い
て
O
S
H
M
S
が
厚
生

労
働
省
指
針
に
沿
っ
て
適
切
に
導
入
さ
れ

労
働
安
全
衛
生
水
準
の
段
階
的
向
上
の
た

め
に
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
中
災

防
が
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
証
さ

れ
た
事
業
場
は
、
2
0
2
0
年
11
月
現
在
、

2
6
5
事
業
場
で
す
。

● 

建
災
防
（
C
O
S
M
O
）
●

　
　

建
設
業
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム”

の
英
語
表
記
のConstruction

O
ccupational　H

ealth　

and　

Safety
M

anagem
ent　

System

の
頭
文
字
で

あ
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
」
を　
コ
ス
モ
ス”

と
称
し
た
も
の
で
す
。

”

”
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特　集 ビルメンテナンス業と労働安全衛生マネジメントシステム

会員価格 550 円（税込）
一般価格 1，100 円（税込）

●
J
I
S
Q
4
5
0
0
1
●

　
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
５
０
０
１
」
は
翻
訳
さ
れ
、

日
本
産
業
規
格
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
４
５
０
０
１
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
４
５
０
０
１
」
と
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

４
５
０
０
１
」
と
は
国
際
的
に
同
等
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
４
５
０
０
１
に
適
合

し
て
い
れ
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
５
０
０
１
に
も
合

致
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
４
５
０
０
１
で
認
証
を
取
得

す
れ
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
５
０
０
１
の
認
証
を
取

得
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
J
I
S
Q
4
5
1
0
0
●

　

日
本
で
は
、
従
来
か
ら
危
険
予
知
活

動
、
５
S
活
動
な
ど
の
安
全
衛
生
活

動
を
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で

「
I
S
O
4
5
0
0
1
」
の
効
果
的
な
運
用

を
図
る
た
め
に
は
、
従
来
の
日
本
独
自
の

安
全
衛
生
活
動
と
「
I
S
O
4
5
0
0
1
」

を
一
体
で
運
用
で
き
る
仕
組
み
を
示
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
経

済
産
業
省
と
協
議
し
、
日
本
独
自
の
安

全
衛
生
活
動
等
を
取
り
入
れ
た
新
た
な

規
格
を
作
成
し
、
2
0
1
8
年
9
月
に

「
J
I
S
Q
4
5
1
0
0
」
を
制
定
し
ま
し

た
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
４
５
１
０
０
」
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

４
５
０
０
１
」
の
国
際
性
を
担
保
し
つ
つ
、

従
来
よ
り
労
働
災
害

防
止
に
効
果
を
上
げ

て
き
た
厚
労
省
Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｍ
Ｓ
指
針
を
加
え

た
も
の
で
、
今
後
、

労
働
災
害
の
減
少
、

安
全
衛
生
水
準
向
上

に
資
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
図
5
は
、J
I
S
Q

4
5
1
0
0
と
厚
労

省
O
S
H
M
S
指
針

と
の
関
係
の
イ
メ
ー

ジ
図
で
す
。

お
わ
り
に

7

　

1
9
9
9
年
に
厚
労
省
の
労
働
安
全
衛

生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
指

針
が
公
表
さ
れ
て
20
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
我
が
国
の
製
造
業
や
建

設
業
な
ど
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
各
種
の
規
格

を
踏
ま
え
た
安
全
衛
生
管
理
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
労
働
災
害
防
止
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
お
い
て
も
、

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
考
え
方
を
参
考
に
、
職
場
の
安
全
衛
生

水
準
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

JIS Q 45100 と厚労省 OSHMS の関係図 5

出典：中災防 HP　https://www.jisha.or.jp/iso45001/ jisQ45100_toha.html

ISO(JIS Q)45001 厚生労働省 OSHMS 指針

ISO(JIS Q)45001
平均的運用

ISO(JIS Q)45001
平均的運用

JIS Q 45100

さらなる安全衛生水準の向上

国際性を担保

日本の優れた活動も継続

安
全
衛
生
水
準

JIS Q 45100
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

7
月
12
日
か
ら
４
回
目
の
緊
急
事
態
措
置
が
取
ら
れ

て
い
る
。
9
月
12
日
ま
で
の
期
限
も
、
再
度
延
長
と
い

う
方
向
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
の
従
業
員
が「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」と
し
て
、

東
京
都
の
大
規
模
接
種
会
場
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
逐
次
、
期
間
延
長
も
さ
れ
て

い
る
。
感
染
の
ピ
ー
ク
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
早

く
収
束
で
き
る
よ
う
に
願
う
。

　

自
民
党
の
総
裁
選
は
今
月
29
日
に
決
ま
っ
た
が
、
菅

現
総
理
が
出
馬
さ
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
約
1
か
月
間
船

頭
が
い
な
い
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
政
治
空
白
を
極
力
抑

え
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

先
日
、
協
会
は
、
東
京
都
財
務
局
と
の
間
で
、
来
年

度
予
算
に
関
す
る
要
望
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、

政
治
連
盟
は
、都
議
会
主
要
三
会
派
に
予
算
要
望
を
行
っ

た
。
政
治
連
盟
と
協
会
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
我
々
業
界

の
要
望
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

１
−２　
一
戸
名
誉
会
長
あ
い
さ
つ

　

審
議
事
項
に
先
立
ち
、
一
戸
名
誉
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村

閉
村
を
翌
日
に
控
え
、
ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体
を

代
表
し
、東
京
協
会
会
員
に
対
し
て
選
手
村
ハ
ウ
ス
キ
ー

ピ
ン
グ
業
務
の
無
事
遂
行
へ
の
お
礼
の
挨
拶
が
な
さ
れ

た
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
理
事
職
務
の
継
続
に
つ
い
て

　
高
橋
専
務
理
事

　

今
井
理
事
に
関
す
る
標
記
の
件
に
つ
き
、
前
回
第

１
１
５
回
理
事
会
で
手
続
き
上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
た

め
、
改
め
て
理
事
会
の
承
認
を
求
め
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

３　
報
告
事
項

⑴
会
長
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

ア　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
の
実
施

　

会
員
各
社
に
8
月
18
日
に
案
内
し
た
が
、
東
京
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
の
要
望
活
動
に
よ
り
、

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
清
掃
業
や
産
業
廃
棄
物

処
理
業
、
消
毒
の
従
事
者
が
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

と
し
て
、
東
京
都
設
置
の
大
型
規
模
接
種
会
場
で
の

対
象
者
に
追
加
指
定
さ
れ
た
。
都
庁
の
南
北
展
望
室

及
び
乃
木
坂
会
場
で
接

種
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当

初
、
8
月
27
日
ま
で
と

さ
れ
て
い
た
が
、
逐
次

延
長
さ
れ
て
い
る
。
会

員
各
社
か
ら
大
き
な
反

響
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第116回

理 事 会 報 告
新型コロナワクチンの職域接種実施を報告

Photo:菊

■日時：令和３年９月７日（火）午後３時～午後３時35分
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事18名、監事3名
■審議事項

第１号議案　理事職務の継続について
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イ　
東
京
２
０
２
０
オ
リ･

パ
ラ
競
技
大
会 

　
　
選
手
村
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業
務

　

１
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、
先
週
の
日
曜

日
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
選
手

村
は
９
月
８
日
を
以
っ
て
閉
村
す
る
。
期
間
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
加
え
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
や

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
中
、
Ｊ
Ｖ
を
構

成
す
る
各
団
体
や
受
託
会
社
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

今
後
、
Ｊ
Ｖ
本
部
で
は
記
念
冊
子
を
作
成
す
る
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
国
際
的

な
一
大
事
業
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業
務
実

施
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
や
教
訓
を
広
く
会
員
に

周
知
す
る
た
め
、
協
会
と
し
て
こ
の
冊
子
を
購
入
し
、

各
社
に
配
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑵
全
国
協
会
報
告　
　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

　

ア　
２
０
２
１
年 

定
時
総
会
の
開
催

（
ア
）
総
会
報
告
概
要

　

8
月
20
日
付
で
全
国
協
会
の
東
京
地
区
本
部
長
に

就
任
し
た
。
今
後
は
、
私
が
全
国
協
会
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　

７
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
の
開
催
と
な
り
、
代
議
員
は
会
場
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
審
議
し
た
。
２
０
２
０
年

度
の
事
業
報
告
、
決
算
、
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・

監
事
選
任
の
４
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

（
イ
）
２
０
２
１
～
２
０
２
３
年 

新
体
制
発
足
及
び

　
　
　
地
区
本
部
長
等
の
推
薦

　

２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２
３
年
の
新
体
制
だ
が
、

定
時
総
会
後
の
臨
時
理
事
会
で
、
会
長
に
は
、
東
京

の
一
戸
名
誉
会
長
、
４
名
い
る
副
会
長
の
１
人
に
は

佐
々
木
会
長
が
就
任
し
た
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
適

切
な
意
思
決
定
を
行
う
た
め
、
5
月
の
臨
時
総
会
で

有
識
者
理
事
の
数
を
変
更
し
、
執
行
体
制
を
ス
リ
ム

化
し
て
い
る
。
東
京
地
区
本
部
長
等
だ
が
、
本
部
長

は
私
、
野
口
が
、
副
地
区
本
部
長
に
は
梶
山
副
会
長

が
就
任
し
た
。
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
評
議
員
は
、
引
き

続
き
梶
山
副
会
長
が
務
め
る
。

（
ウ
）
２
０
２
２
年 

定
時
総
会
＆
第
２
回
会
員
交
流

　
　
　
会

　

来
年
の
定
時
総
会
は
、7
月
21
日
（
木
）・
22
日
（
金
）

の
両
日
、
徳
島
市
に
て
開
催
さ
れ
る
。

イ　
２
０
２
１
年
度 

　
　
　
　
　
　
　
最
低
賃
金
の
改
定
に
関
す
る
要
望

　

7
月
3
日
、
全
国
協
会
は
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
政
治
連
盟
と
連
名
で
、
２
０
２
１
年
度
最
低
賃

金
の
改
定
に
関
す
る
要
望
書
を
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

議
員
連
盟
に
提
出
し
た
。
全
国
の
加
重
平
均
28
円
と

い
う
大
幅
な
引
上
げ
は
、
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
は
容
認
で
き
な
い
た
め
、

中
小
事
業
者
の
窮
状
を
十
分
考
慮
し
た
検
討
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
各
種
助
成
金
、
雇
用
対
策
の
支
援
を
要
望

し
た
。

ウ　
第
52
回
実
態
調
査
の
実
施

　

第
52
回
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
回
答
期
限

は
9
月
30
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
回
答
も
で

き
る
。
業
界
が
抱
え
る
課
題
な
ど
を
関
係
各
所
に
働

き
か
け
る
に
は
、
根
拠
資
料
と
し
て
説
得
力
の
あ
る

精
度
の
高
い
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
回
、
質

問
の
重
点
を
絞
り
、
回
答
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る

の
で
、
協
力
を
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
。

⑶　
委
員
会
報
告

　

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

当
協
会
の
名
義
使
用
の
承
認

ⅰ　

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
主
催
す
る「
ビ

ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
２
０
２
１
」。
使
用
名
義
は
「
共
催
」。
会
期
は
、

11
月
24
日
か
ら
26
日
の
3
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
る
。

ⅱ　

株
式
会
社
ビ
ル
経
営
研
究
所
が
主
催
す
る
「
第

23
回
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」。
使
用
名

義
は
「
後
援
」。
会
期
は
、
9
月
15
日
か
ら
16
日
の

２
日
間
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
開
催
さ
れ
る
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
森
井
担
当
理
事

（
ア
）
令
和
３
年
度 

労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

　

労
働
安
全
衛
生
大
会
は
、
10
月
8
日
（
金
）
14
時

～
16
時
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
、
感
染
拡
大
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■第 116回理事会

防
止
の
た
め
に
、
参
加
人
数
を
制
限
し
て
開
催
す
る
。

今
年
の
大
会
宣
言
の
特
徴
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
業
界
全
体
と
し
て
実
践
す
る
こ
と
及
び
高

齢
者
に
多
く
見
ら
れ
る
転
倒
、
重
篤
災
害
と
な
る
墜

落
・
転
落
の
防
止
へ
の
取
組
み
に
注
力
す
る
こ
と
で

あ
る
。

（
イ
）
東
京
都
最
低
賃
金
の
引
上
げ

　

東
京
の
最
低
賃
金
が
答
申
さ
れ
、
10
月
1
日
よ
り
、

東
京
都
で
は
28
円
上
が
っ
て
１
０
４
１
円
と
す
る
と

い
う
、
大
変
厳
し
い
内
容
と
な
っ
た
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
田
中
委
員
長

令
和
３
年
度
上
期 

厚
生
事
業
の
実
施
報
告

　

今
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、「
都
立
動
物
園
・

水
族
園
招
待
事
業
」
を
実
施
し
た
。
当
選
者
数
は
合

計
１
８
６
名
だ
っ
た
。

　

東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
へ
の
協
会
招
待
事
業
の

募
集
及
び
抽
選
を
し
た
。
演
奏
会
は
9
月
4
日
土
曜

日
、
会
場
は
東
京
芸
術
劇
場
で
、
招
待
数
は
10
組
20

名
だ
っ
た
。
次
回
は
12
月
頃
を
予
定
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
今
年
度
の
ゴ
ル
フ
大
会
・
野
球
大
会
・

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
中
止
し
た
。

エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
実
施

　

8
月
31
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
た
。
冒
頭
、
東
京
都
に
よ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
職
域
接
種
に
つ
い
て
謝
意
を
伝
え
た
後
、
事
前
に

送
付
し
た
質
問
事
項
を
基
に
回
答
を
伺
い
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
総
合
評
価
案
件
で
の
入
札
時
期
の
前

倒
し
や
障
害
者
雇
用
モ
デ
ル
入
札
の
内
容
の
改
善
を

中
心
に
意
見
交
換
し
、
協
会
と
し
て
の
要
望
を
伝
え

た
。今
後
と
も
、粘
り
強
く
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

オ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
谷
川
委
員
長

上
級
救
命
講
習
会
の
開
催

　

10
月
26
日
、
11
月
25
日
の
２
回
、
警
備
防
災
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
す
る
。
今
年

は
募
集
定
員
を
例
年
の
半
分
と
し
、
抽
選
制
で
開
催

す
る
。現
在
、10
月
の
回
の
募
集
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

参
加
者
に
は
技
能
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
。

カ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

企
業
見
学
会
の
開
催

　

10
月
6
日
に
日
本
空
港
テ
ク
ノ
株
式
会
社
の
企
業

見
学
会
を
開
催
す
る
。
当
委
員
会
委
員
が
、
実
際
に

障
が
い
の
あ
る
社
員
と
と
も
に
勤
務
し
て
い
る
羽
田

空
港
内
の
現
場
見
学
会
で
あ
り
、
社
内
研
修
の
内
容

に
加
え
、
動
画
に
よ
る
作
業
手
順
書
の
作
成
事
例
も

紹
介
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
募
集
定
員
は
10
名
で
あ

る
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

ア　
主
な
出
来
事
（
７
・
８
月
）

　

7
月
12
日
：
相
談
役
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会

　

7
月
17
日
：
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
・
会
議
室
工
事

　

7
月
30
日
：
全
国
協
会
定
時
総
会

　

8
月
7
日
～
24
日
：

　
　
　
　
　
　

２
階
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
工
事
、

　
　
　
　
　
　

3
階
研
修
室
の
床
面
張
替
え
工
事

　
　
　
　
　
　
（
中
期
修
繕
計
画
工
事
）

イ　
今
後
の
予
定

　

10
月
8
日
：
労
働
安
全
衛
生
大
会

　

11
月
2
日
：
第
１
１
７
回
理
事
会

　

令
和
4
年
1
月
12
日
：

　
　
　
　
　
　

 

第
１
１
８
回
理
事
会
及
び
新
年
賀
詞

交
歓
会
（
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

ウ　
会
員
数
の
推
移

正
会
員
５
１
１
社
、
賛
助
会
員
68
社
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ビルメンテナンス会館の
研修室・会議室ご利用案内

当協会会員の方は、下記使用料の半額でご利用いただけます。
研修会、会議、ビルメン商品説明会などに、ぜひご利用ください。

【新型コロナウイルス感染拡大防止のための特記事項】
●館内では常時マスクの着用が必要となります。ご来館

にあたっては、マスクのご持参をお願いいたします。
なお、ご協力いただけない場合は入館をお断りする場
合がございます。予めご了承ください。

●ソーシャルディスタンスを確保した、会場設営をお願い
いたします。ex）長机1台に1名掛け、前後は 2m 程
度距離を空ける。

●各階に設置している消毒液を利用し、手指の消毒を
お願いします。

【下記に該当する方の入館は固くお断りいたします】
●新型コロナウイルス感染症陽性者との濃厚接触がある

方
●同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいらっ

しゃる方
●過去 14 日以内に海外渡航歴のある方、及び上記該当

者と接触がある方。発熱 (37.5°C 以上 )、悪寒、咳、
倦怠感、味覚・嗅覚異常等の症状がある方

プロジェクター 05,500
清掃資機材 8,800
警備資機材 11,000
高圧・特別高圧電気  受変電盤 33,000
研修用模擬分電盤 8,800

■機器使用料（オプション）�(単位:円　税込) ■申込み方法
①事前に利用日の空室状況をご確認下さい。
②希望日の空室状況が確認できましたら、所定の申込用紙

に必要事項をご記入のうえ、Email又は、FAXにてご送付
下さい。

 お電話だけでの予約は行っておりません。
※所定の申込用紙は協会HPよりダウンロードしていただく

か、FAXにて送付いたします。

■ご予約・問合わせ先
事務局管理課　小沼・箱岩　
Email : kaikan-yoyaku@tokyo-bm.or.jp　TEL : 03-3805-7555　FAX : 03-3805-7550

階 室名 面積（㎡） 定員（名） 9 〜 12 時 13 〜 17 時 9 〜 17 時 時 間 外
１時間当たり

B1 研修室 全室 174 72 24,420 32,560 065,120 08,140

2F 研修室

全室 304 200 47,850 63,800 127,600 15,950

201 120 60 18,810 25,080 050,160 06,270

202 152 80 23,760 31,680 063,360 07,920

3F 研修室

全室 304 200 47,850 63,800 127,600 15,950

301 120 60 18,810 25,080 050,160 06,270

302 152 80 23,760 31,680 063,360 07,920

4F 会議室

全室 204 70 32,010 42,680 85,360 10,670

401 63 20 9,900 13,200 26,400 3,300

402 63 20 9,900 13,200 26,400 3,300

403 78 30 9,900 13,200 26,400 3,300

■使用料一覧� (単位:円　税込)

※定員は、教室型３人掛の場合です。

※機器使用料の割引はございません。
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第294話
「巨人の覚書は絵に描いた餅だ」

左
さ と う

党　隆
たかし

　
「
先
生
、
巨
人
・
阪
神
の
フ
ロ
ン
ト
の
責
任

と
は
思
い
切
っ
た
こ
と
を
言
い
ま
す
ね
」

　

橋
野
氏
が
M
氏
に
驚
き
の
眼
を
向
け
た
。

　
「
江
川
の
空・
・
・
・
・

白
の
一
日
に
し
て
も
、
い
っ
た

ん
江
川
を
阪
神
と
入
団
契
約
を
さ
せ
て
お
い

て
、
即
小
林
と
の
ト
レ
ー
ド
を
強
引
に
推
し

進
め
た
裏
取
引
は
、
両
球
団
の
フ
ロ
ン
ト
の

た
く
ら
み
、
は
か
り
ご
と
だ
よ
。
ド
ラ
フ
ト

と
い
う
制
度
が
こ
う
し
た
問
題
を
引
き
起
こ

し
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
ね
」

　
「
ド
ラ
フ
ト
制
度
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
ど
う
い
う
制
度
な
ん
で
す

か
？
」

　

こ
の
時
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥
か
ら
名

嘉
ち
ゃ
ん
が
立
ち
上
が
っ
て
言
っ
た
。

　
「
ド
ラ
フ
ト
の
意
味
は
、
英
語
の
d
r
a
f
t

か
ら
来
た
言
葉
で
、
人
を
選
抜
す
る
こ
と
の

ド
ラ
フ
ト
制
、
下
書
き
、
草
稿
、
型
紙
の
輪

郭
を
描
い
た
下
図
な
ど
、
分
野
ご
と
で
使
わ

れ
る
意
味
は
違
う
け
ど
、
野
球
で
の
ド
ラ
フ

ト
の
意
味
は
O
君
が
詳
し
い
と
思
う
の
で
説

明
し
て
も
ら
お
う
か
」

　

M
氏
は
こ
こ
ま
で
言
っ
て
続
き
を
O
氏

に
振
っ
た
。

　
「
プ
ロ
野
球
で
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
は
、
日

本
野
球
機
構
が
開
催
す
る
、
新
人
選
手
獲
得

の
た
め
に
行
わ
れ
る
会
議
の
こ
と
で
、
正
式

名
称
は
新
人
選
手
選
抜
会
議
と
い
う
ん
で
す
。

プ
ロ
野
球
で
は
、
年
に
1
度
ド
ラ
フ
ト
会
議

が
開
催
さ
れ
話
題
と
な
る
の
で
名
嘉
ち
ゃ
ん

も
知
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
こ
の
会
議
は
、

各
球
団
が
入
団
交
渉
す
る
選
手
の
順
番
を
ク

ジ
引
き
な
ど
で
決
め
て
、
振
り
分
け
る
会
議

の
こ
と
を
い
う
ん
だ
。
会
議
で
は
、
当
年
度

の
球
団
の
順
位
に
応
じ
て
、
各
球
団
が
獲
得

し
た
い
選
手
を
1
人
ず
つ
指
名
し
、
各
球
団

が
最
初
に
指
名
す
る
選
手
が
ド
ラ
フ
ト
1
位

の
選
手
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
し
か
し
、
指

名
さ
れ
る
選
手
に
は
活
躍
し
た
選
手
も
多
い

の
で
、
複
数
の
球
団
で
希
望
す
る
選
手
が
重

複
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
重
複
し

た
球
団
同
士
が
ク
ジ
引
き
で
交
渉
で
き
る
球

団
を
決
め
る
と
い
う
わ
け
さ
。
ク
ジ
引
き
で

外
れ
た
球
団
は
、
再
度
、
入
団
交
渉
し
た
い

選
手
を
指
名
で
き
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
が
外

れ
1
位
と
い
う
わ
け
。
こ
の
外
れ
1
位
で
も
、

ヤ
ク
ル
ト
の
山
田
哲
人
や
巨
人
の
坂
本
勇
人

な
ど
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
い
る
。
こ
れ
が

ド
ラ
フ
ト
制
度
の
概
略
だ
ね
」

　

O
氏
が
ド
ラ
フ
ト
制
度
に
つ
い
て
説
明
を

終
え
る
と
、

　
「
江
川
の
ド
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の

話
か
ら
分
か
り
ま
し
た
け
ど
、
小
林
が
ド
ラ

フ
ト
入
団
し
た
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
詳

し
く
知
ら
な
い
ん
で
す
が
？
」

　

今
度
は
尾
崎
氏
が
、
名
嘉
ち
ゃ
ん
に
代
わ

っ
て
O
氏
に
訊
い
た
。

　
「
1
9
7
3
年
の
入
団
1
年
目
は
、
二
軍

の
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
で
7
勝
5
敗
10
セ

ー
ブ
、
防
御
率
2.
43
の
成
績
を
挙
げ
優
勝

投
手
に
も
な
り
、
9
月
26
日
に
一
軍
の
試
合

に
初
登
板
し
て
い
る
ん
だ
。
チ
ー
ム
が
負
け

て
い
る
場
面
で
3
回
リ
リ
ー
フ
登
板
し
好
結

果
を
残
し
た
後
、
阪
神
戦
に
6
番
手
で
出
場
、

1
イ
ニ
ン
グ
を
無
失
点
で
抑
え
た
。
こ
の
試

合
は
巨
人
の
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
を
左
右
す

る
試
合
と
い
わ
れ
、
野
球
フ
ァ
ン
の
注
目
を

集
め
て
い
た
の
で
、
小
林
の
存
在
が
知
ら
れ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
か
ら

1
9
7
5
年
に
川
上
監
督
に
代
わ
っ
て
長

嶋
茂
雄
が
就
任
し
た
巨
人
は
球
団
創
設
以
来

初
め
て
セ
・
リ
ー
グ
最
下
位
と
な
っ
た
シ
ー

ズ
ン
終
了
後
に
、
小
林
は
杉
下
投
手
コ
ー
チ

に
反
発
し
て
引
退
を
決
意
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
ん
だ
。
秋
季
練
習
で
気
を
抜
い
た
素
振
り

を
見
せ
た
小
林
に
怒
っ
た
杉
下
が
、
雨
中
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
さ
せ
た
こ
と
に
抗
議
し
た
わ

け
だ
。
と
こ
ろ
が
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
高
橋
良

昌
か
ら
『
辞
め
る
な
ん
て
言
葉
を
吐
く
の
は

死
ぬ
気
に
な
っ
て
や
っ
た
後
に
し
ろ
』
と
諭

さ
れ
翻
意
し
、
高
橋
の
勧
め
に
従
っ
て
杉
下

に
謝
罪
し
、
練
習
に
復
帰
し
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
1
9
7
6
年
、
張
本
勲
ら
を
ト
レ
ー

ド
で
獲
得
し
て
戦
力
補
強
を
行
っ
た
巨
人
は
、

2
年
ぶ
り
の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
た
。

小
林
は
18
勝
、
防
御
率
2.
99
の
成
績
を
挙

げ
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
戦
で
胴
上
げ
投
手
と

な
る
な
ど
活
躍
し
た
ん
だ
。
そ
し
て
翌
年
も

巨
人
は
優
勝
し
、
小
林
は
18
勝
し
て
、
沢
村

賞
を
受
賞
し
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
も
選
出
さ

れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
江
川
問
題
で
阪
神
に

ト
レ
ー
ド
と
な
っ
た
ん
だ
よ
」

　
「
巨
人
が
小
林
を
阪
神
に
出
す
に
あ
た
っ
て

は
、
小
林
か
ら
同
意
を
得
る
た
め
に
何
も
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
？
」

　

尾
崎
氏
が
再
び
O
氏
に
訊
い
た
。

　
「
功
労
金
３
千
万
円
と
、
小
林
の
引
退
時

に
日
本
テ
レ
ビ
と
巨
人
軍
が
就
職
斡
旋
な
ど

の
覚
書
き
が
結
ば
れ
た
よ
う
だ
が
、
文
書
は

球
団
が
作
成
・
保
管
し
た
が
、
小
林
は
一
度

も
見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
実
際
に

履
行
さ
れ
た
の
は
功
労
金
の
支
払
い
だ
け
で
、

小
林
が
日
本
テ
レ
ビ
解
説
者
を
要
望
し
た
際

に
、
球
団
オ
ー
ナ
ー
の
正
力
享
か
ら
”
あ
の

件
は
も
う
い
い
よ
ね
？
“
と
言
わ
れ
、
小
林

は
そ
の
ま
ま
承
諾
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
る
で

沢
村
栄
治
の
時
と
同
じ
よ
う
な
巨
人
の
覚
書

だ
よ
ね
」
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■東京都最低賃金（地域別最低賃金）は、令和3年10月１日から

東京都内で働く、すべての労働者に適用されます。

時間額1,041円 になりました。

東京都最低賃金改正のお知らせ

　最低賃金の引き上げで影響を受ける中小企業・小規模事業者等を中心に、業務改善助成金をはじ

め、非正規労働者の処遇改善、労働時間の短縮、生産性向上による賃金引き上げ、人手不足の緩和

等の取組を支援するため、専門家による相談対応（電話・メール・対面・訪問）や出張相談会・セ

ミナー等を実施しています。

東京働き方改革推進支援センター開設

東京労働局からのお知らせ
　令和3年10月1日から東京都の最低賃金が 1，041円に改正されました。これを受けて、

中小企業・小規模事業者の生産性向上のための様々な支援を実施していますので、ご紹

介いたします。

東京労働局労働基準部賃金課　

TEL. 03-3512-1614（直通）

お問い
合わせ先

フリーダイヤル　0120-232-865
平日9:00-17:00　 千代田区神田富山町25サンクス神田ビル2Ｆ
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『業務改善助成金』は、生産性を向上させ「事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）」の引

上げを図る中小企業・小規模事業者を支援する助成金です。事業場内最低賃金を２０円以上引き上

げ、機械設備導入などの取組を行った場合に、その設備投資費用の一部を助成します。

令和3年度  業務改善助成金
申請期限：

令和４年
１月31日
（郵送の場合は必着）

★ 特例事業場： コロナ禍の影響で前年又は前々年同期値と比較して生産量等（売上高、販売数等）が30％以上減少した事業場は10人以
上の上限額の適用対象です。

（※１） 東京都最低賃金額は令和3年８月現在１０１３円ですので、雇入３か月以上で時間額１０４３円以下（月給者・日給者は時間額
に換算）の労働者（試用期間で試用期間終了後に所定の昇給がある労働者、最賃特例許可労働者を除きます）が事業場に１人
以上いることが申請要件です。（全員が1043円を超えている場合は申請できません。）

（※２） ここでいう「生産性」とは、企業の決算書類から算出した、労働者１人当たりの付加価値を指します。
　　　　 助成金の支給申請時の直近の決算書類に基づく生産性と、その３年度前の決算書類に基づく生産性を比較し、伸び率が一定水

準を超えている場合等に、加算して支給されます。

「引き上げる労働者数」とは？
　「引上げ前の時間額が引き上げ後の事業場内最低賃金額未満」かつ「コース額以上引き上げる」労働者の人数です。雇い入れ３か月
未満の労働者も、これら２つの要件を満たしていれば、人数にカウントできます。

業務改善助成金コールセンター

03-6388-6155  (平日8:30-17:15)　

または　東京働き方改革推進支援センター
フリーダイヤル　0120-232-865

お気軽に
お問い合わせください。

お問い
合わせ先

コース区分 引上げ額 引き上げる
労働者数 助成上限額 助成対象事業場 助成率

20円コース 20円以上

１人 ２０万円

　以下の２つの要件を満た
す中小企業の事業場

・事業場内最低賃金と地域
別最低賃金の差額が30円
以内

 （※1）

・事業場規模
 （労働者数）100人以下

３／４

生産性要件を満た
した場合は

４／５
（※2）

２～３人 ３０万円
４～６人 ５０万円
７～９人 ７０万円

10人以上★ ８０万円

30円コース 30円以上

１人 ３０万円
２～３人 ５０万円
４～６人 ７０万円
７～９人 １００万円

10人以上★ １２０万円

45円コース
（8月新設） 45円以上

１人 ４５万円
２～３人 ７０万円
４～６人 １００万円
７～９人 １５０万円

10人以上★ １８０万円

60円コース 60円以上

１人 ６０万円
２～３人 ９０万円
４～６人 １５０万円
７～９人 ２３０万円

10人以上★ ３００万円

90円コース 90円以上

１人 ９０万円
２～３人 １５０万円
４～６人 ２７０万円
７～９人 ４５０万円

10人以上★ ６００万円
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旧
山
手
通
り
に
は
３

階
建
て
の
建
物
が
並
ん

で
い
ま
す
。

　

Ａ
・
Ｂ
棟
だ
け
と
思

い
き
や
、
配
置
図
を
見

て
び
っ
く
り
。
な
ん
と
、

旧
山
手
通
り
を
挟
ん
で

Ｈ
棟
ま
で
あ
り
ま
す
。

看板と各棟の配置図も、
なかなかのものです。

この信号を左に曲がると
旧山手通りが見えます。

代官山駅中央口

　

ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
へ
は
、
東
急
東
横
線
代
官
山
駅
の
中

央
口
改
札
を
出
て
旧
山
手
通
り
に
向
か
い
ま
す
。

　

旧
山
手
通
り
が
見
え
る
と
代
官
山
交
番
、
そ
の
向
か
い
に

は
旧
朝
倉
家
住
宅
が
見
え
ま
す
。
旧
朝
倉
家
は
、
東
京
府
会
議
長
や

渋
谷
区
会
議
長
を
歴
任
し
た
朝
倉
虎
治
郎
に
よ
り
、
１
９
１
９
年
（
大

正
８
年
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
期
の
和
風
２
階
建
て
住
居
と

回
遊
式
庭
園
か
ら
な
り
、
見
学
を
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

▲

住
所
　
東
京
都
渋
谷
区
猿
楽
町
２９
丁
目
１８
番

百七

ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
Ａ
・
Ｂ
棟

文
・
写
真
：
松
原　

雅
人

東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
を
訪
れ
て

東
京
都
で
は
、
景
観
条
例
に
基
づ
き
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
建
造
物
の
う
ち

景
観
上
重
要
な
建
物
を
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
東
京
都
知
事
が
選
定
し
ま
す
。

令
和
元
年
5
月
24
日
現
在
、
96
件
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
景
観
条
例
第
二
十
二
条

一
．
東
京
の
歴
史
及
び
文
化
を
特
徴
付
け
て
い
る
も
の

二
．
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
も
の

三
．
多
く
の
都
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
形
成
す
る
核
と
な
っ
て
い
る
も
の

旧朝倉家住宅
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読 者 投 稿

代官山 2 ● 3 Cafe
（ツースリーカフェ）

消
防
用
発
信
器
の

取
付
部
分
が
お
し

ゃ
れ
で
す
。

建物と建物の間のテラスが
おしゃれ。

巨大な煙突が見え、ボイラーがまだ
有るのか気になります。

ヒルサイドテラスの中央にある白と
赤のタイルが印象的です。

旧朝倉邸が、間から見えます。

Ａ
・
Ｂ
棟
が
建
築
さ
れ
た

後
に
Ｃ
棟
（
１
９
７
３
年
）、

Ｄ
・
Ｅ
棟
（
１
９
７
７
年
）、

最
後
は
ヒ
ル
サ
イ
ド
ウ
エ
ス

ト
が
１
９
９
８
年
に
竣
工
。

こ
の
あ
た
り
に
は
大
使
館
が

多
く
、
駐
日
デ
ン
マ
ー
ク

大
使
館
も
あ
り
ま
す
。 中央の後ろ部分には猿楽塚が

あり、６～７世紀頃に死者を
埋葬した古墳があります。

お
昼
を
探
し
て
い
る
と
「
２
●

３
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
と
い
う
お
し
ゃ

れ
な
お
店
。
手
作
り
生
パ
ス
タ
、

な
か
な
か
の
良
い
味
を
し
て
い

ま
す
。
お
店
の
雰
囲
気
も
よ
く
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

場
所
は
こ
の
奥
に
あ
り
、
な
か

な
か
隠
れ
家
的
な
感
じ
が
し
ま
す
。

朝
倉
家
は
戦
後
の
土
地
接
収
で
多
く
の
土
地
を
失
い
ま
し
た
が
、

手
元
に
残
っ
た
土
地
を
活
用
し
、
住
宅
と
商
業
用
の
建
物
「
ヒ
ル

サ
イ
ド
テ
ラ
ス
Ａ
・
Ｂ
棟
」
が
１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）
、
槇
文
彦

の
設
計
に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
Ｒ
Ｃ
構
造
３
階
建
て
で
す
。
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7
・
15	

メ
ト
ロ
株
を
国
と
都
が
半
分
ず
つ
売
却
へ

7
・
16	

関
東
甲
信
地
方
が
梅
雨
明
け　

7
・
17	

選
手
村
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽

性
者
を
確
認

7
・
18	

大
相
撲
名
古
屋
場
所
で
横
綱
白
鵬
が
45
度

目
の
優
勝

7
・
19	

韓
国
文
在
寅
大
統
領
の
訪
日
見
送
り
を
発
表

7
・
20	

天
皇
陛
下
の
五
輪
開
会
式
出
席
を
発
表　

開
会
宣
言
読
み
上
げ
へ

7
・
21	

２
０
３
２
年
夏
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
地
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ

ス
ベ
ン
が
決
定

7
・
22	

菅
首
相
が
米
製
薬
大
手
フ
ァ
イ
ザ
ー
C
E
O

と
ワ
ク
チ
ン
供
給
に
つ
い
て
会
談
へ

7
・
23	

第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
２
０

２
０
／
東
京
）
開
会
式
が
東
京
・
国
立
競

技
場
で
開
催

7
・
24	

柔
道
男
子
60
キ
ロ
級
で
日
本
最
初
の
金
メ

ダ
ル
を
獲
得

7
・
25	

柔
道
男
子
66
キ
ロ
級
・
女
子
52
キ
ロ
級
、

競
泳
女
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ

ー
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
男
子
ス
ト
リ
ー
ト

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

7
・
26	

卓
球
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、
柔
道
男
子
73
キ
ロ

級
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
女
子
ス
ト
リ
ー
ト

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

7
・
27	

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
柔
道
男
子
81
キ
ロ
級
で

金
メ
ダ
ル
獲
得

7
・
28	

体
操
男
子
個
人
総
合
、
競
泳
女
子
２
０
０

メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
、
柔
道
女
子
７

０
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

7
・
29	

柔
道
男
子
１
０
０
キ
ロ
級
、
柔
道
女
子
78

キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

7
・
30	

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子
エ
ペ
団
体
、,

柔
道
女

子
78
キ
ロ
超
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

7
・
31	

8
月
末
ま
で
の
緊
急
事
態
宣
言
を
４
府
県

に
発
出
、
東
京
・
沖
縄
の
延
長
を
決
定

8
・
1	

全
国
知
事
会
が
都
市
封
鎖
検
討
な
ど
緊
急

提
言
へ

8
・
2	

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
五
輪
選
手
が
帰
国
を
拒
否

し
亡
命
求
め
る

8
・
3	
ボ
ク
シ
ン
グ
女
子
フ
ェ
ザ
ー
級
、
体
操
男

子
種
目
別
鉄
棒
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

8
・
4	

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
女
子
パ
ー
ク
、
レ
ス
リ

ン
グ
女
子
62
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

8
・
5	

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
57
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル

獲
得

8
・
6	

空
手
男
子
形
、
レ
ス
リ
ン
グ
女
子
53
キ
ロ

級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

8
・
7	

野
球
、
レ
ス
リ
ン
グ
男
子
65
キ
ロ
級
、
レ
ス

リ
ン
グ
女
子
50
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

8
・
8	

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕　

日

本
は
史
上
最
多
の
金
27
個
含
む
58
個
の
メ

ダ
ル
獲
得　

8
・
9	

国
連
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
産
業
革
命
前
と
比
べ

た
世
界
の
気
温
20
年
以
内
に
「
１
・
５
度

上
昇
」
予
測
を
公
表

8
・
10	

夏
の
全
国
高
校
野
球
が
２
年
ぶ
り
に
開
幕

8
・
11	

青
森
で
大
雨
、
橋
崩
落
や
土
砂
崩
れ
で
約

８
０
０
人
孤
立　

8
・
12	

イ
タ
リ
ア
の
シ
チ
リ
ア
島
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

観
測
史
上
最
高
気
温
の
48
・
8
度
を
記
録

8
・
13	

前
線
停
滞
に
よ
る
豪
雨
の
影
響
で
長
崎
・

雲
仙
で
土
砂
崩
れ
、
広
島
・
江
の
川
の
上

流
で
氾
濫

8
・
14	

佐
賀
、
長
崎
、
福
岡
、
広
島
の
４
県
に
大

雨
特
別
警
報
を
発
表

8
・
15	

記
録
的
大
雨
で
九
州
・
四
国
・
関
東
甲
信

越
で
河
川
氾
濫
や
土
砂
崩
れ

8
・
16	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
統
領
国
外
脱
出　

タ

リ
バ
ン
が
全
土
支
配
へ
、
政
権
崩
壊	

8
・
17	

緊
急
事
態
宣
言
の
7
府
県
追
加
と
延
長
を

決
定

8
・
18	

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
約
な
し
で
受
け
ら
れ

る
会
場
を
渋
谷
駅
周
辺
に
開
設
す
る
方
針

を
小
池
知
事
表
明

8
・
19	

俳
優
の
千
葉
真
一
さ
ん
死
去
（
82
歳
）　

新
型
コ
ロ
ナ
で
入
院
中

8
・
20	

み
ず
ほ
銀
行
で
今
年
5
度
目
の
シ
ス
テ
ム

障
害
発
生

8
・
21	

三
重
県
が
同
県
開
催
の
国
体
中
止
申
し
入

れ
を
発
表

8
・
22	

横
浜
市
長
選
で
Ｉ
Ｒ
誘
致
反
対
を
訴
え
た

山
中
竹
春
氏
が
初
当
選

8
・
23	

新
宿
区
と
文
京
区
の
６
５
０
０
戸
余
で
土
砂

流
入
が
原
因
と
み
ら
れ
る
ガ
ス
供
給
停
止

8
・
24	

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

8
・
25	

緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
対
象
地
域
に
12
道
県
が
追
加
決
定

8
・
26	

競
泳
男
子
1
0
0
m
自
由
形
（
運
動
機
能

障
害
S
4
）
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

8
・
27	
陸
上
男
子
4
0
0
m
（
車
い
す
T
52
）
で

金
メ
ダ
ル
獲
得

8
・
28	

米
軍
が
ア
フ
ガ
ン
で
無
人
機
に
よ
る
報
復

攻
撃
を
実
施

8
・
29	

競
泳
男
子
1
0
0
m
平
泳
ぎ
（
知
的
障

害
）
・
陸
上
男
子
1
5
0
0
m
（
車
い
す

T
52
）
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

8
・
30	

千
葉
県
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
学
校
観
戦

を
取
り
や
め

8
・
31	

自
転
車
女
子
個
人
ロ
ー
ド
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
（
運
動
機
能
障
害
）
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

9
・
1	

ボ
ッ
チ
ャ
（
脳
性
ま
ひ
B
C
2
）
で
金
メ

ダ
ル
獲
得

9
・
2	A

m
azon

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
障
害

発
生　

ネ
ッ
ト
証
券
各
社
な
ど
に
不
具
合

発
生

9
・
3	

自
転
車
女
子
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
運
動

機
能
障
害
）
・
競
泳
男
子
1
0
0
m
バ
タ

フ
ラ
イ
（
視
覚
障
害
）
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

9
・
4	

車
い
す
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

（
W
H
1
）
・
車
い
す
テ
ニ
ス
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

9
・
5	

車
い
す
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

（
W
H
2
）
・
女
子
マ
ラ
ソ
ン
（
視
覚
障

害
）
・
車
い
す
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ

ル
ス
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

9
・
6	

英
空
母
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
初
め

て
日
本
に
寄
港

9
・
7	

日
経
平
均
が
一
時
3
万
円
台
を
回
復

9
・
8	

小
麦
売
り
渡
し
価
格
が
過
去
２
番
目
の
上

昇
率
と
な
る
19
％
引
き
上
げ

9
・
9	

東
京
、
大
阪
な
ど
19
都
道
府
県
の
緊
急
事

態
宣
言
延
長
を
決
定

9
・
10	

横
浜
市
の
山
中
市
長
が
Ｉ
Ｒ
誘
致
の
撤
回

を
所
信
表
明
で
宣
言

9
・
11	

米
地
裁
が
ア
ッ
プ
ル
に
課
金
規
約
の
緩
和

を
命
令

9
・
12	

都
内
で
タ
ク
シ
ー
運
転
手
が
く
も
膜
下
出

血
に
よ
り
歩
道
に
乗
り
上
げ
6
人
が
死
傷

9
・
13	

北
朝
鮮
が
新
開
発
の
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ

ル
の
発
射
実
験
に
成
功
と
発
表

9
・
14	

米
ア
ッ
プ
ル
が
「iPhone	

13
」
4
機
種
を

発
表

9
・
15	

イ
ギ
リ
ス
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
3
回
目
接
種
開
始
を
発
表



2021.10  Network Tokyo27 コロナには　マスク・消毒・三密避けて自己予防　家族も職場の仲間も守ります

環境関連情報

３Ｅエネルギー
エコノミー
エコロジー

レポート
情報提供

No.46

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ
相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて
頂きます、お気軽にお声掛け下さい。
必ずやご期待にお応え致します。

●経産省・環境省「炭素価格付け」、まず
クレジット取引を活性化

　経済産業省と環境省のカーボンプライシング（炭素の価格付け）
議論で方向感が出てきた。経産省はまずクレジット取引の活性化
を通じて民間の自主的な取り組みを支援する。進捗がなければ
排出量取引制度などで規制をかける方針を、有識者会合で示し
た。環境省も足元でクレジット取引を推進しており、排出量取引
制度は制度設計に時間を要するため、将来的な導入を目指す。一
方、経産省が中長期的な選択肢として示した「政府によるプライ
シング」を巡り、産業界から警戒の声が上がる。「電気新聞	」

●福岡県、国内初となる廃棄太陽光パネ
ルの回収システムを開発

　福岡県は、福岡県リサイクル総合研究事業化センターと共同
で、全国初の「廃棄太陽光パネルスマート回収システム」を開発
したと発表した。太陽光発電の導入が急速に進展し、今後、使
用済み太陽光パネルの排出量が加速度的に増加することが予想
されている。同県には全国的にも数少ない太陽光パネルの高度
な処理技術を持つリサイクル業者があり、効率的な回収システム
があれば、パネルのリサイクル推進が可能な環境が整っていた。
同システムは、廃棄パネル大量発生到来に備えた“ 福岡発 ”の循
環型システムとして、メンテナンス業者等の排出者、収集運搬業
者、リサイクル業者等が、廃棄パネルに関する保管量、保管場所、
種類等の情報をクラウド上の支援ソフトで共有し、点在する廃棄
パネルを効率的に回収、再資源化を図り、循環型社会を推進す
るとしている。同システムの利用については、平成 30 年 7月18
日に設立された、「福岡県太陽光発電（PV）保守・リサイクル推
進協議会」への加入が必要であるという。「環境ビジネス」

●令和元年度の電気事業者ごとの基礎排
出係数・調整後排出係数等（一部追加・
更新）の公表

　令和元年度の電気事業者ごとの基礎排出係数・調整後排出係
数等（令和３年１月７日公表）について、令和２年度新規参入の
電気事業者の係数追加、令和元年度新規参入の電気事業者の
係数更新、料金メニューに応じた排出係数（メニュー別排出係数）
の公表を希望する電気事業者の係数更新のため、一部追加・更
新した。
　地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく温室効果ガス排
出量算定・報告・公表制度により、二酸化炭素等の温室効果ガ
スを一定量以上排出する事業者（以下「特定排出者」という。）は、
毎年度温室効果ガス算定排出量並びに国内認証排出削減量及び

海外認証排出削減量等を反映した調整後温室効果ガス排出量を
事業所管大臣に報告することが義務付けられている。
「環境省」電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス
排出量算定用）－R1年度実績

●地球温暖化への人間の影響「疑う余地
ない」　1.5℃上昇、2040年までに

　IPCCは、IPCC 第 6 次評価報告書（自然科学的根拠）を公表
した。人間の影響が大気・海洋・陸域を温暖化させていることは
「疑う余地がない」と示すとともに、工業化以前と比べた世界の
平均気温は、温室効果ガス（GHG）排出量が最も少ないシナリオ
でも2021年～2040 年までに約1.5度上昇すると推定した。最
近10 年間に発生した高温に関する極端現象のいくつかは、人間
の影響なしでは、発生していた可能性が極めて低いと報告。人間
の影響が、熱波と干ばつの同時発生・火災の発生しやすい気象
条件・複合的な洪水（極端な降雨や河川氾濫と高潮の組み合わせ）
といった、複合的な極端現象の発生確率を高めているとした。
IPCCは今後、2022年 2月に第2作業部会報告書（影響、適応、
脆弱性）、同年3月に第3作業部会報告書（緩和策）、同年9月
の統合報告書の承認・採択を予定している。「環境ビジネス」

●2030年排出量、産業部門約37％・
業務部門約50％削減　温対計画素案

　経産省と環境省は、日本の気候変動対策について検討する
両省の合同会合で、「地球温暖化対策計画」の素案を示した。
2030 年度に温室効果ガスを2013 年度から46％削減する目標
を明記し、エネルギー起源CO2 について、家庭部門で約66％削
減、産業部門で約 37％削減、業務その他部門で50％削減する
ことなどを掲げた。温室効果ガス吸収源については、森林吸収
源は約 3800万 t-CO2 の吸収量を、加えて、農地土壌炭素吸収
源対策と都市緑化等の推進により約 970万 t-CO2 の吸収量の確
保を目標として示した。
　排出量を消費ベース（カーボンフットプリント）で見ると、全体
の約 6割が家計によるものという報告を紹介し、「国民一人一人
が地球温暖化対策に取り組んでいく必要がある」として「脱炭素
型ライフスタイルへの転換」を進めることも盛り込んだ。「環境
ビジネス」
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最
近
は
、
ど
の
よ
う
な
職
種
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
じ
っ
と
座
っ
て
い

る
時
間
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
座
り
っ
ぱ
な
し
の
健
康
の
害
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
座

る
時
間
が
長
く
な
る
と
糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
に
な
る
割
合
が
増
え
る
と
か
死
亡
率
が
上
が
る
と
い

う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
立
ち
仕
事
の
方
で
も
、
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
疲
労
は
蓄
積

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
働
き
方
が
変
わ
っ
て
人
と
の
交
流
が
減
り
、
メ
ン
タ
ル
の
健
康
度
も
下
が
り
や
す
い
の
で
、

体
を
動
か
し
て
疲
れ
を
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
に
、
仕
事
中
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
1
つ
目
は
、
む
く
ん
だ
り
だ
る
く
な
っ
た

り
、
明
け
方
に
こ
む
ら
が
え
り
を
起
こ
し
や
す

く
な
っ
た
り
す
る
ふ
く
ら
は
ぎ
の
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
、
2
つ
目
は
、
腕
全
体
は
大
き
く
動
か
さ

な
い
の
に
手
首
か
ら
先
だ
け
を
動
か
し
続
け
る

パ
ソ
コ
ン
操
作
か
ら
く
る
、
手
や
肩
、
首
の
こ

り
や
目
の
疲
れ
を
改
善
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、

3
つ
目
は
、
猫
背
や
腰
痛
な
ど
の
体
幹
の
疲
れ

や
痛
み
を
改
善
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。

　
様
々
な
症
状
を
日
々
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で

解
消
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　椅子に浅めに腰かけ、片足を前に伸ばしてかかとを床につけ
ます。背筋を伸ばしたまま、ひざに手を当てて少し前傾します。
これで伸ばした足のふくらはぎやひざの裏側、ももの裏側がぴ

んと張ったように感じられ
るはず。このままの姿勢
で 20秒から 1分くらいじ
わっと伸ばします。片足が
終わったところで両足を動
かしてみると、伸ばした側
の方が軽く感じられるのが
わかるでしょう。
　これを時々行っておく
と、帰るときに靴がきつく
感じられなくなります。体
の後ろ側でつながっている
腰痛や肩こりにも効果があ
ります。

ふくらはぎを伸ばす
ストレッチング

Let’s
try

仕
事
の
疲
れ
を
残
さ
な
い

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

明日のための
健 康 習 慣
Vol.07

協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

監修

健康運動指導士
健康経営エキスパートアドバイザー
東海大学体育学部体育学科卒 
生活習慣病、介護、ロコモの予防改善を
中心に、講演や運動指導を行っている。
人生の最後まで、自分の足で歩くことを
目的とした「ケア･ ウォーキング ®」「ひ
ざちゃん体操」などを考案。

『黒田式　ケア・ウォーキング』合同出版

黒田恵美子先生
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　パソコン操作をしている最中にやっておきたい腕のス
トレッチングです。
　片手を前に伸ばし、手のひらを上に向けます。反対の
手で、親指以外の指 4 本を下からつかんで手前に引きま
す。手首が反って指の付け根と前腕の筋肉が伸ばされる
のを感じながら、10 秒から 20 秒くらいキープしましょ
う。反対の手も同様に、2 回ずつ行います。

　肩、肩甲骨、わき腹、腰などのこわばりを取るストレッチングです。呼吸が深くできるよう
になるので、午後、眠気に襲われたときなどにもおすすめです。
　頭の後ろで両手の指を組んで肘を横に張ります。やや上を見るようにすると胸が開き、肋骨
やお腹が伸ばされます。そのまま横に体を倒すと、わき腹が伸ばされます。次に、頭を抱え込
んで丸めます。すると首の後ろ側が伸ばされます。
　ゆっくりと、伸びている場所を感じながらそれぞれの場所で 10 秒くらいずつキープすると
よいでしょう。

ワンポイントアドバイス！

　
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も
立
位
で
も

行
え
ま
す
。
大
切
な
の
は
息
を
吐

き
な
が
ら
行
う
こ
と
。
吐
く
こ
と

で
副
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

の
時
間
を
ま
め
に
作
る
こ
と
は
ス

ト
レ
ス
対
策
に
も
な
っ
て
く
る
の

で
す
。

　
仕
事
を
し
な
が
ら
で
も
出
来
ま

す
し
、
休
憩
の
時
間
に
行
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
座
り
っ
ぱ
な
し

の
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
30
分
か

ら
1
時
間
に
1
回
は
立
ち
上
が
っ

て
2
分
間
動
く
こ
と
が
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
の
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
仕
事
の
中
で
で
き
る

タ
イ
ミ
ン
グ
や
場
所
を
押
さ
え
て
、

是
非
実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

腕のストレッチング

体幹の疲れや痛みを改善する
ストレッチング

　
本
コ
ー
ナ
ー
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に

関
わ
る
従
事
者
や
管
理
者
に
対
し
、
労
働
災

害
防
止
の
た
め
の
労
務
管
理
を
促
進
す
る
た

め
、
不
定
期
連
載
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　
日
々
の
ご
自
身
の
健
康
管
理
や
自
社
従
業

員
へ
の
健
康
啓
発
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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文：相談員　弁護士　江村　利明

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

改正債権法による消滅時効の
規律の変更について

　民法改正により消滅時効制度が大きく変わりま
した。今回は、時効期間について、改正の概略を
説明します。

１　職業別短期消滅時効の廃止
　従来は、医師の診療債権は３年、弁護士の報酬
債権は２年、飲食店の売掛金債権は１年というよ
うに細かい規定がありましたが、これらの規定が
削除されました。どの債権に当たるのかの判断が
実際上難しいこと、そもそも職業によって時効期
間が違うことの合理性に疑問があることから、す
べて削除となりました。

２　債権の消滅時効についての規律
　改正後は、「債権者が権利を行使することができ
ることを知った時から５年間権利を行使しないと
き」又は「権利を行使することができるときから
10 年間行使しないとき」のいずれか早い方が到来
した時に時効消滅するとされました。これが債権
の消滅時効の基本的な規律ということになります。
　なお、この改正に伴い、商事債権の消滅時効の
５年の消滅時効の規定（商法５２２条）が削除さ
れました。

　また、労働者の賃金債権についても労働基準法
で消滅時効期間は２年とされていましたが、民法
改正に合わせて、時効期間が「賃金の請求権はこ
れを行使することができる時から５年間」と改正
されています。ただし、急に時効期間を延長する
と労使関係が不安定化する恐れがあるということ
から、経過措置として当分の間は時効期間は３年
間とされています。

３　人の生命又は身体を害する不法行為
　不法行為による損害賠償請求権は、被害者が損
害及び加害者を知った時から３年間（短期）、不法
行為の時から 20年間（長期）行使しないと時効で
消滅することとされていますが、人の生命又は身
体を害する不法行為の場合には、時効期間が短期
の３年から５年とされました。これは、生命又は
身体の侵害が契約関
係に基づいて生じた
場合には、短期５年、
長期 20 年の時効に
かかることと平仄を
合わせたものです。

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

●石井�泰幸�氏
　税理士

●金丸�大二�氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山�克己�氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂�康夫�氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●富永�雄次�氏
　１級電気工事施工管理技士
　建築物環境衛生管理技術者
　１級ビル設備管理技能士
　ビル設備管理業務全般

●中辻�一裕�氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

●江村�利明�氏
　弁護士

■相談員のご紹介（五十音順）
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おすすめ
製      品
コーナー ecommended roducts

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

詳細は当協会事務局（03-3805-7555)　小林、松丸までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

高所作業車

株式会社オートレント�　TEL：048-283-0341　HP：https://www.autorent.co.jp/

AT-530CG

［製品仕様］

車両寸法（全長 × 全幅 × 全高） 11.93 ｍ × 2.49 ｍ × 3.44 ｍ
架装対象車 25t 車クラス
車両総重量 25t 未満 (24.9t)
バスケット最大地上高 52.8 ｍ
バスケット最大作業半径 25m(360kg)･26.8 ｍ (120kg)
バスケット積載荷重 360kg
バスケット内寸法（長さ × 幅 × 深さ） 2.12 ｍ × 1.0 ｍ × 1.0 ｍ
アウトリガ最大張出幅 5.78 ｍ
最小回転半径 11.0 ｍ
上ブーム長さ (4 段ブーム ) 8.41m 〜 26.41m
下ブーム長さ (4 段ブーム ) 7.7m 〜 22.7m
高速道路走行 可能
特殊車両通行許可 新規格車　※重さ指定道路以外は申請要

「ビルの看板工事、外壁メンテナンスなどの建築分野、プラントのメン
テナンス、イベント設営などの屋内作業、高架道路や橋梁、風力発電の
点検やメンテナンスなど、様々な現場にお役立て下さい。」

国内メーカー最大級
５３ｍ 高所作業車

オペレーター付
レンタル
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10
2021

月 講習会カレンダー
問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

※9月15日現在で開催
する予定の講習会の
み掲載しております。

日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

31

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
事
前
に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
講
習
会
の

ペ
ー
ジ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用
申
込
フ
ォ
ー

ム
を
申
込
開
始
時
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て

◉石材
　メンテナンス
　講習
◉現任警備員業
務別教育
　(1号）講習

◉ポリッシャー
講習
◉現任警備員業務別
教育(2号）講習
◉リスクアセス
メント講習

◉再発防止対策
講座

◉現任警備員業
務別教育

　(1号）講習

◉ビルクリ･ファイナル
	 チェック講習2級
	 実技対策講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号）講習

◉ビルの
　空気調和設備

◉清掃責任者
　養成講習

◉品質評価法講習
◉現任警備員
　業務別教育
　(1号）講習

◉現場警備責任者の
	 ための
	 スキルアップ講習
◉ビルの給排水・
衛生設備

◉ビルの
　電気設備
　（初級編）

12月分講習会情報公開日(HP)

◉新任警備員教育

◉設備管理の基礎（新人教育）

◉新任警備員教育

◉障がい者清掃作業指導員コース

◉設備管理の基礎（新人教育）

◉安全管理者選任時研修
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11
2021

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◉現任警備員
　基本教育講習

◉ビルクリ･
ファイナル
チェック講習
3級実技対策
講習

◉空気調和と
　空気線図の
　応用

◉長期修繕計画

◉消防用設備の
基礎知識

◉消防技術実技
専門教育

◉再発防止
　対策講座

◉カーペット
　メンテナンス
講習
◉KYT半日講習

◉現任警備員
　基本教育講習
◉貯水槽清掃作
業従事者研修

◉現任警備員
　基本教育講習

◉現任警備員
　基本教育講習

1月分講習会
情報公開日(HP)

◉ビルクリ･ファイナルチェック
講習1級実技対策講習

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース
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FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報委員会　STAFF

■委員長

■委　員

吉　澤　　幸　夫

奥 出　 隆 之

大 嶋　 直 樹

里 見　 貴 弘

鈴 木　 英 司

中 嶋　 徹 治

広報　第585号

令和3年10月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

編
集
後
記

委員以下五十音順

8
月
5
日

【	
協　

会	

】
	

・
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
0
2
1
年
８
･
９
月
号
）

	

・
令
和
３
･
４
年
度　

委
員
会
等
の
組
織
一
覧

【
そ
の
他
団
体
】

	

・
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
求
人
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　

（
各
都
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
）

9
月
9
日

【	

協　

会	

】

	

・
令
和
３
年
度	

労
働
安
全
衛
生
大
会
の
ご
案
内

	

・
現
場
警
備
責
任
者
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
の
ご
案
内

	

・
上
級
救
命
講
習
の
ご
案
内

【
そ
の
他
団
体
】

	

・
シ
ニ
ア
お
仕
事
フ
ェ
ア
合
同
面
接
会
場
出
展
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
（
公
財
）
東
京
し
ご
と
財
団
）

	

・
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
講
習
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
（
公
財
）
東
京
都
環
境
公
社
）

	

・
求
職
者
情
報　

　

（
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
、
川
口
高
等
技
術
専
門
校
）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
清
掃
業
務
お
疲

れ
さ
ま
で
す
。
こ
の
原
稿
は
8
月
末
に
書
い
て
い
ま
す
が
、

9
月
5
日
の
閉
会
式
ま
で
あ
と
数
日
、
こ
の
ま
ま
無
事
に

終
え
ま
す
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
騒
動
2
年
目
の
今
年
も
早
い
も
の
で
半

年
が
過
ぎ
る
。
コ
ロ
ナ
は
一
向
に
収
ま
る
気
配
も
な
く
、

21
都
道
府
県
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
日

本
国
中
相
変
わ
ら
ず
心
配
の
タ
ネ
は
コ
ロ
ナ
、
話
題
の
大

半
も
コ
ロ
ナ
で
あ
る
。
確
か
に
未
知
の
感
染
症
で
は
あ
る

が
、
世
界
情
勢
も
日
本
周
辺
も
な
ん
と
な
く
き
な
臭
さ
を

感
じ
、
そ
の
上
経
済
も
不
透
明
な
中
で
、
話
題
の
大
半
を

コ
ロ
ナ
に
費
や
し
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
不
安
を
感
じ
る
。

か
と
言
っ
て
、
感
染
対
策
を
な
お
ざ
り
に
は
で
き
な
い
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
も
勿
論
あ
る
。

　

8
月
は
日
本
列
島
に
停
滞
前
線
が
居
座
り
、
九
州
地
方

や
中
国
地
方
は
特
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
同
じ
場

所
に
大
量
の
雨
を
長
時
間
降
ら
せ
る
線
状
降
水
帯
と
い
う

言
葉
を
聞
き
な
れ
て
、
い
つ
の
間
に
か
警
戒
感
こ
そ
薄
れ

て
は
い
な
い
が
、気
象
の
異
常
性
は
感
じ
な
く
な
っ
て
い
る
。 　

9
月
に
な
る
と
、
私
の
会
社
ご
と
で
は
あ
る
が
、
福
島

県
大
熊
町
の
役
場
前
に
建
設
さ
れ
た
復
興
4
施
設
（
商
業

施
設
、
交
流
施
設
、
温
浴
施
設
、
宿
泊
施
設
）
の
指
定
管

理
者
と
し
て
の
管
理
運
営
が
始
ま
る
。

　

大
熊
町
は
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故
に
よ

り
町
民
の
約
96
％
が
居
住
し
て
い
た
地
域
が
い
ま
だ
に

帰
還
困
難
区
域
で
あ
る
。
大
熊
町
の
住
民
登
録
者
数
は

1
0,
2
3
8
人
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
居
住
者

は
2
8
5
人
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
注
。
処
理
水
の

海
洋
放
出
、
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
作
業
な
ど
課
題
も
多

い
。
風
評
被
害
に
お
い
て
は
、
被
災
地
を
経
済
的
に
苦
し

め
る
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
者
の
心
を
傷
つ
け
る
。
そ
し

て
、
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
は
と
に
か
く
時
間
が
か
か
る
。

ゆ
え
に
大
熊
町
を
は
じ
め
と
す
る
福
島
県
の
原
発
事
故
に

よ
る
被
災
地
域
は
、
復
興
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー
と
言
わ
れ
る
。

被
災
前
の
癒
さ
れ
る
風
景
、
笑
顔
の
あ
る
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
ま
で
、
私
は
残
り
の
人
生
を
最
終
ラ
ン
ナ
ー
に
伴
走

し
た
い
。

　
　
　

			　
　
　

	（
株
）
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ　

吉
澤　

幸
夫

注
大
熊
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
令
和
3
年
3
月
1
日
現
在
の
居
住
状
況
・
避
難
状
況

　https://w
w
w
.tow

n.okum
a.fukushim

a.jp/soshiki/aidu/16727.htm
l

　

　
（
2
0
2
1
年
8
月
30
日
閲
覧
）
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告　知　板 2021.10　Vol.585

各会員企業様の最新情報につきましては、10月1日発行の

「令和3年度　会員名簿」にてご確認ください。

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

会員はもちろん、一般の方々からも
投稿作品を募集します。

（公社）東京ビルメンテナンス協会  広報委員会

　俳句や短歌、エッセイや小説、おすすめの
本や店の紹介などの文章作品の他、イラスト
や手芸作品など、あなたが紹介したい、自慢
したい「作品」を本誌に載せませんか。
　または、あなたが見たビル（外観）や街の
風景で感動したものや美しかったもの、面白
かったものなどの写真とその時のエピソード
を添えて送ってください。
　締切はありません。いつでもご応募ください。

　採用された方には、委員会規定の謝礼を差
し上げます。

■応募先
　郵送の場合は、当協会事務局の住所へ「広
報誌投稿原稿」と明記して送ってください。
　Ｅメールの場合は、
　k.kobayashi@tokyo-bm.or.jp	まで
お送りください。 事務局担当：小林、松丸

あなたの作品や感動した風景・
ビルの写真等を載せませんか。

投稿募集
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　証明用電気計器（子メーター）とは、貸しビル、アパートなどでオーナーが一括して支払った電
気料金を各室の使用量に応じて配分するために用いられるメーターをいいます。
　計量法では「検定等を受けたもの・有効期間内のもの」でなければ取引又は証明における計量に
使用してはならないことになっています。（計量法第16条）
　これを使用した場合は計量法で罰則規定（計量法第172条）がありますが、当事者間のトラブル
を未然に防ぐためにも、計量法を遵守されることをお願いします。

　2018年12月までに検定等に合格した電気メーターの有効期限は、和暦（平成の文字は表示していません）で年を表
示していました。2019年1月以降に合格したものからは、西暦で年を表示しています。いずれの場合であっても
表示している期限まで有効ですので、必要に応じて読み替えて期限までご利用いただけます。

2030 140

2018年12月まで 2019年1月から

2018年12月まで

有効期限は、平成37年（2025年）12月を示す。

2019年1月から

有効期限は、平成40年
（2028年）12月を示す。

有効期限は、平成40年
（2028年）12月を示す。

変成器付計器の有効期限は、ファイ
バー製の検定票に表示しています。

2030 140

検定ラベルの場合

適合ラベルの場合

封印キャップ

検定証印

検定証印

2018年12月まで
検定票

37 12

「東」の文字を刻印せず年月のみになります。

2019年1月から

2027  1

2009年1月から

12

12
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